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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）によって実行される方法であって、前記ＷＴＲＵはマ
ニュアルモードを有し、
　オープンモバイルアライアンスデバイス管理（ＯＭＡ　ＤＭ：Open Mobile Alliance D
evice Management）または加入者識別モジュールオーバジエア（ＳＩＭ　ＯＴＡ：subscr
iber identity module over-the-air）通信接続のうちの少なくとも１つを介して、パブ
リックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）に対応する構成を受信するステップであ
って、前記構成は、前記マニュアルモードにおける前記ＷＴＲＵに、前記ＰＬＭＮに対す
る許可された限定加入者グループ（ＣＳＧ）リスト（ＡＣＬ：allowed CSG list）および
前記ＰＬＭＮに対するオペレータＣＳＧリスト（ＯＣＬ：operator CSG list）に含まれ
ない、１つまたは複数のＣＳＧ識別（ＩＤ）を表示させる、ステップ
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＷＴＲＵが前記ＡＣＬの抑制を制御することを可能にするメッセージを受信するス
テップであって、前記ＡＣＬにおける各ＣＳＧは個々の識別（ＣＳＧ　ＩＤ）を有する、
ステップと、
　前記メッセージを受信したことに応答して、前記ＡＣＬの抑制を制御するステップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記メッセージは、前記ＡＣＬの抑制に対する持続時間を示し、および、前記ＡＣＬの
抑制を制御する前記ステップは、前記持続時間に少なくとも部分的に基づいていることを
特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記メッセージはさらに、前記ＷＴＲＵが前記ＡＣＬにおける限定加入者グループ（Ｃ
ＳＧ）セルのユーザ選択を回避することを可能にし、および、前記ＡＣＬの前記抑制を制
御する前記ステップは、前記メッセージを受信したことに応答して、前記ＡＣＬにおける
前記ＣＳＧセルの選択を回避するステップを含むことを特徴とする請求項２に記載の方法
。
【請求項５】
　前記ＡＣＬにおける限定加入者グループ（ＣＳＧ）セルの選択を抑制するステップをさ
らに備えることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＡＣＬの前記抑制を制御する前記ステップは、前記ＡＣＬの前記抑制を終了させる
ステップを含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＷＴＲＵの前記ＡＣＬが抑制されているかのインジケーションを通信するステップ
をさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　パブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）に対し、前記ＡＣＬに対する抑制
ステータスを保存するステップをさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＡＣＬの前記抑制を制御する前記ステップは、少なくとも部分的に、前記ＷＴＲＵ
が前記ＰＬＭＮ内にあるかに基づいて、前記ＡＣＬの抑制を制御するステップを含むこと
を特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　オペレータ限定加入者グループ（ＣＳＧ）リスト（ＯＣＬ）に含まれない、１つまたは
複数のＣＳＧ識別（ＣＳＧ　ＩＤ）を表示するステップをさらに備えることを特徴とする
請求項２に記載の方法。
【請求項１１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、前記ＷＴＲＵはマニュアルモードを有し、
　オープンモバイルアライアンスデバイス管理（ＯＭＡ　ＤＭ）または加入者識別モジュ
ールオーバジエア（ＳＩＭ　ＯＴＡ）通信接続のうちの少なくとも１つを介して、パブリ
ックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）に対応する構成を受信するように少なくと
も構成されたプロセッサであって、前記プロセッサは、前記構成が、前記マニュアルモー
ドにおける前記ＷＴＲＵに、前記ＰＬＭＮに対する許可された限定加入者グループ（ＣＳ
Ｇ）リスト（ＡＣＬ）および前記ＰＬＭＮに対するオペレータＣＳＧリスト（ＯＣＬ）に
含まれない、１つまたは複数のＣＳＧ識別（ＩＤ）を表示させるようにさらに構成されて
いる
　ことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、
　前記ＷＴＲＵが前記ＡＣＬの抑制を制御することを可能にするメッセージを受信し、前
記ＡＣＬにおける各ＣＳＧは個々の識別（ＣＳＧ　ＩＤ）を有し、および、
　前記メッセージを受信したことに応答して、前記ＡＣＬの抑制を制御する
　ようにさらに構成されていることを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記メッセージは、前記ＡＣＬの抑制に対する持続時間を示し、および、前記プロセッ
サは、前記ＡＣＬの抑制を制御することが、前記持続時間に少なくとも部分的に基づいて
いるようにさらに構成されていることを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
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【請求項１４】
　前記メッセージはさらに、前記ＷＴＲＵが前記ＡＣＬにおける限定加入者グループ（Ｃ
ＳＧ）セルのユーザ選択を回避することを可能にし、および、前記プロセッサは、前記Ａ
ＣＬの前記抑制を制御することが、前記メッセージを受信したことに応答して、前記ＡＣ
Ｌにおける前記ＣＳＧセルの選択を回避することを含むようにさらに構成されていること
を特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本出願は、２０１０年４月２日に出願した米国特許仮出願第６１／３２０、３５４号、
２０１０年８月１３日に出願した米国仮特許出願第６１／３７３、４７８号、および２０
１０年１１月１日に出願した米国仮出願第６１／４０８、８０２号の利益を主張し、それ
らの内容は参照により本明細書に組み込まれる。
【０００３】
　３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）プログラムの現在の作業は、新しい
技術、アーキテクチャー、および技法を、新しいＬＴＥ環境および構成にもたらし、これ
により、スペクトル効率の改善、遅延時間の短縮、および無線リソースの利用性の向上を
提供し、ユーザーエクスペリエンスの高速化、ならびにコストを低減しつつ豊富なアプリ
ケーションおよびサービスをもたらすことである。
【０００４】
　これらの作業の一貫として、３ＧＰＰでは、ＬＴＥ（また、場合によってはその他のセ
ルラー標準規格）にホームＮｏｄｅＢ、またはホームエンハンスドＮｏｄｅＢ（ＨｅＮＢ
）の概念を導入した。ＨｅＮＢは、無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）アクセスポイント（ＡＰ）に
類似する物理デバイスを指す。ＨｅＮＢは、家庭または小規模事業所などの極端に小さな
サービスエリア上で、ＬＴＥサービスへのアクセスをユーザーに提供する。ＨｅＮＢは、
例えば、公衆インターネット接続を使用することによって、オペレーターのコアネットワ
ークに接続することが意図される。これは、ＬＴＥが展開されておらず、および／または
レガシ３ＧＰＰ無線アクセス技術（ＲＡＴ）のカバレッジがすでに存在しているエリアで
は特に有用となりうる。これは、例えば地下鉄またはショッピングモールにいる間に生じ
る無線伝送問題に対して、ＬＴＥカバレッジが低いか、または存在していないと思われる
エリアでも有用となりうる。
【０００５】
　セルは、ＨｅＮＢによって提供される無線カバレッジが利用可能であるエリアを指す。
ＨｅＮＢによって展開されるセルは、そのセルのサービスへのアクセス権を有する加入者
のグループ（例えば、家族）によってのみアクセスされ、そのようなセルは、ＨｅＮＢセ
ル、またはより一般的に、限定加入者グループ（ＣＳＧ：Closed Subscriber Group）セ
ルと称されうる。ＨｅＮＢを使用して、ＬＴＥカバレッジが望まれるエリア上に１または
複数のＣＳＧセルを展開することができる。ＣＳＧセルという用語は、ＬＴＥサービスの
ためのＨｅＮＢにより、またはＷＣＤＭＡもしくはその他のレガシ３ＧＰＰ－ＲＡＴサー
ビスのためのＨＮＢにより、展開されるセルに使用されうる。
【０００６】
　場合によっては、例えば、悪意のあるユーザーまたはユーザーのグループが、不要なシ
グナリングによりネットワークに過負荷をかけることによってネットワークを攻撃するこ
とがある。その結果、ネットワークは過負荷状態となり、ネットワークにより提供される
サービスの品質が著しく低下する可能性がある。さらに、差別化されたサービス態様、お
よび起こりうる詐欺行為を防ぐために、移動先ネットワーク（visited network）上でロ
ーミングしながら、加入者がＣＳＧセルにアクセスするのを制限することを望む無線ネッ
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トワークオペレーターが存在する場合もある。少なくともこれらの理由から、このような
行為を防止または阻止するための技法を提供することが望まれている。
【発明の概要】
【０００７】
　本明細書で開示するのは、許可されたＣＳＧリスト（ＡＣＬ：allowed CSG list）を抑
制するためのシステムおよび方法である。１の態様に準じて、１の方法を無線送受信ユニ
ット（ＷＴＲＵ）に実装することができる。この方法は、ＷＴＲＵが動作しているパブリ
ックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ：public land mobile network）を識別する
ステップを含むことができる。さらに、この方法は、識別されたＰＬＭＮに基づいて、Ｃ
ＳＧの選択を制御するステップを含むことができる。例えば、ＰＬＭＮ毎に、ＷＴＲＵは
、ユーザーに対して、すべてのＣＳＧ、またはオペレーターＣＳＧリスト（ＯＣＬ：oper
ator CSG list）のＣＳＧのみを表示することができる。
【０００８】
　別の態様に準じて、１の方法をＷＴＲＵに実装することができる。この方法は、ＣＳＧ
識別子を使用することによって、ＣＳＧセルへのアクセスを要求するステップを含むこと
ができる。さらに、この方法は、ＣＳＧセルへのアクセスの拒否を示し、ＷＴＲＵに対し
、ユーザーがＣＳＧ識別子を選択することを防止し、ＡＣＬを抑制することを可能とさせ
るメッセージを受信するステップを含むことができる。
【０００９】
　別の態様に準じて、ＷＴＲＵで実装された方法は、オープンモバイルアライアンスデバ
イス管理（ＯＭＡ－ＤＭ：Open Mobile Alliance Device Management）、および加入者識
別モジュールオーバジエア（ＳＩＭ－ＯＴＡ：subscriber identity module over-the-ai
r）通信接続のうちの一方から、ＷＴＲＵがＡＣＬを抑制することを可能にするメッセー
ジを受信するステップを含むことができる。この方法は、メッセージを受信することに応
答して、ＡＣＬの抑制を制御することも含むことができる。
【００１０】
　この「発明の概要」は、以下の「発明を実施するための形態」でさらに説明される概念
の中から選択したものを簡略化した形式で紹介するために提供される。この「発明の概要
」は、特許請求の範囲に記載された内容の重要な特徴または本質的な特徴を特定すること
を意図しておらず、特許請求の範囲に記載された内容の範囲を限定するために使用される
ことも意図していない。さらに、特許請求の範囲に記載された内容は、本開示の任意の部
分で明記されるある不利な点、または全ての不利な点を解決するある制限を限定するもの
でもない。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　添付図面と併せて例として与えられる以下の説明から、さらなる詳細な理解をすること
ができる。
【００１２】
【図１】本開示の実施形態に準じて、複数のＷＴＲＵおよびＨｅＮＢを含む無線通信シス
テムの例を表すブロック図である。
【図２】本開示の実施形態に準じて、図１に示される無線通信システムのＷＴＲＵおよび
ＨｅＮＢの例を表すブロック図である。
【図３】本開示の実施形態に準じて、ＡＣＬの使用を抑制するための方法の例を表すフロ
ーチャートである。
【図４】本開示の実施形態に準じて、連続マニュアルＣＳＧ選択によるシグナリングを制
限するための方法の例を表すフローチャートである。
【図５】１または複数の開示された実施形態が実装されうる通信システムの例を表すシス
テム図である。
【図６】図５で表された通信システム内で使用されうるＷＴＲＵの例を表すシステム図で
ある。
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【図７】図５で表された通信システム内で使用されうる無線アクセスネットワークおよび
コアネットワークの例を表すシステム図である。
【図８】図５で表された通信システム内で使用されうる無線アクセスネットワークおよび
コアネットワークの別の例を表すシステム図である。
【図９】図５に表された通信システム内で使用されうる無線アクセスネットワークおよび
コアネットワークの別の例を表すシステム図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本明細書で開示するのは、ＡＣＬを抑制するためのシステムおよび方法である。１の態
様に準じて、１の方法をＷＴＲＵに実装することができる。この方法は、ＷＴＲＵが動作
しているＰＬＭＮを識別するステップを含むことができる。さらに、この方法は、識別さ
れたＰＬＭＮに基づいて、ＣＳＧの選択を制御するステップを含むことができる。例えば
、ＰＬＭＮ毎に、ＷＴＲＵは、ユーザーに対して、すべてのＣＳＧまたはＯＣＬのＣＳＧ
のみを表示することができる。本開示の発明対象の態様および種々のその他の態様は、本
明細書さらに詳しく説明される。
【００１４】
　これ以降に参照される「無線送受信ユニット」または「ＷＴＲＵ」の用語は、ユーザー
機器（ＵＥ）、移動局、固定もしくは移動加入者ユニット、ページャ、携帯電話、携帯情
報端末（ＰＤＡ）、コンピューター、または無線環境で動作するように構成されたその他
のタイプのユーザーデバイスを含むが、これらに限定されない。これ以降に参照される「
基地局」の用語は、ＮｏｄｅＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、また
は無線環境で動作するように構成されたその他のタイプのインターフェースデバイスを含
むが、これらに限定されない。
【００１５】
　図１は、複数のＷＴＲＵ１０２（ＷＴＲＵ１、２、および３）、ならびにＨｅＮＢ１０
４を含む無線通信システム１００の例を表すブロック図である。図１を参照すると、ＷＴ
ＲＵ１０２（ＷＴＲＵ１、２、および３）は、ＨｅＮＢ１０４と通信する。ＷＴＲＵ１０
２の例示的な構成は、図１で記載されるが、無線デバイスと有線デバイスの任意の組み合
わせが無線通信システム１００に含まれてもよいことに留意されたい。
【００１６】
　図２は、図１の無線通信システム１００のＷＴＲＵ１０２およびＨｅＮＢ１０４の例を
表すブロック図である。図１に示すように、ＷＴＲＵ１０２は、ＨｅＮＢ１０４と通信す
る。図２を参照すると、ＷＴＲＵ１０２は、プロセッサ２００、送信機２０２、受信機２
０４、およびアンテナ２０６を含む。送信機２０２および受信機２０４は、プロセッサ２
００と通信する。アンテナ２０６は、送信機２０２および受信機２０４の両方と通信して
、無線データの送信および受信を円滑にする。ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ２００は、セ
ル選択を実行するように構成されている。
【００１７】
　ＨｅＮＢ１０４は、プロセッサ２０８、送信機２１０、受信機２１２、およびアンテナ
２１４を含む。送信機２１０および受信機２１２は、プロセッサ２０８と通信する。アン
テナ２１４は、送信機２１０および受信機２１２の両方と通信して、無線データの送信お
よび受信を円滑にする。ＨｅＮＢ１０４のプロセッサ２０８は、セル選択に使用可能な情
報をＷＴＲＵ１０２に提供するように構成される。
【００１８】
　ＨｅＮＢ１０４は、１または複数のＷＴＲＵを含みうるＣＳＧに、加入ベースの無線サ
ービスアクセスを提供することができる。ＨｅＮＢ１０４は、真に設定されたＣＳＧイン
ジケーター、およびＣＳＧ識別番号をブロードキャストして、当該識別番号に関連するＣ
ＳＧユーザーにのみサービスを提供してもよい。例えば、ＣＳＧインジケーターおよびＣ
ＳＧ識別番号は、ＷＴＲＵ１０２（ＷＴＲＵ１、２、および３）に伝達してもよい。それ
に加えて、ＨｅＮＢ１０４は、ＣＳＧユーザーと非ＣＳＧユーザーとの両方に属するＷＴ
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ＲＵにアクセス権が付与されるハイブリッドモードで動作してもよい。ハイブリッドモー
ドでは、ＨｅＮＢ１０４は、偽に設定されたＣＳＧインジケーターおよびＣＳＧ識別番号
をブロードキャストしてもよい。
【００１９】
　ＣＳＧセルアクセスでは、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵのアクセスが許可されるＣＳＧセル（
例えば、ＨｅＮＢ１０４）のＣＳＧ識別番号を包含する２つのリストを保持してもよい。
これらのリストは、ＯＣＬおよびＡＣＬを指す。ＯＣＬは、読み取り専用であり、オペレ
ータのみが修正できるが、ＡＣＬは、ＷＴＲＵが修正することができる。例えば、ＷＴＲ
Ｕは、非アクセスストレイタム（ＮＡＳ：non-access-stratum）プロシージャーの結果に
基づいて、ＡＣＬを修正してもよい。ＯＣＬとＡＣＬとの両方を修正する別の例示的な方
法では、オープンモバイルアライアンスデバイス管理（ＯＭＡ－ＤＭ（Open Mobile Alli
ance Device Management）プロシージャーを使用して、ＷＴＲＵのリストを修正し、およ
び加入者識別モジュールオーバジエア（ＳＩＭ－ＯＴＡ：subscriber identity module o
ver-the-air）プロシージャーを使用して、ユニバーサル加入者識別モジュール（ＵＳＩ
Ｍ：universal subscriber identity module）のリストを修正する。
【００２０】
　図１で示すシステム１００などの無線通信システムでは、利用可能であれば、１または
複数のＣＳＧをＷＴＲＵ１０２のユーザーに対して表示してもよい。例えば、マニュアル
ＣＳＧ選択の一環として、１または複数のＣＳＧをユーザーに対して表示してもよい。例
えば、当該表示は以下の順序、（１）ＡＣＬにＣＳＧ識別番号が含まれるＣＳＧ、（２）
ＯＣＬにＣＳＧ識別番号が含まれるＣＳＧ、（３）ＡＣＬまたはＯＣＬにＣＳＧ識別番号
が含まれないその他のＣＳＧ、で行われる。
【００２１】
　ＣＳＧのユーザー選択に応答して、ＷＴＲＵ１０２は、ＣＳＧ－ＩＤがＯＣＬまたはＡ
ＣＬのいずれにもない場合に、そのＣＳＧに関連付けるネットワークに登録することを試
みてもよい。例えば、ＷＴＲＵ１０２は、ＨｅＮＢ１０４に、トラッキングエリア更新（
ＴＡＵ）／ルーティングエリア更新（ＲＡＵ）／ロケーションエリア更新（ＬＡＵ）リク
エストを送信して、ユーザーが、ＯＣＬまたはＡＣＬのいずれにもＣＳＧ－ＩＤを有しな
いＣＳＧセルを選択したことをネットワークに通知してもよい。ネットワークの応答に応
じて、ＷＴＲＵ１０２は、ＣＳＧセルへのアクセス権が付与され、これにより、ユーザー
はＣＳＧセルを手動で選択してもよい。例えば、ＷＴＲＵ１０２は、ＷＴＲＵ１０２がＨ
ｅＮＢ１０４へアクセスすることを可能にするＴＡＵアクセプトメッセージを受信しても
よい。しかしながら、ＡＣＬの使用を抑制し、および／またはＷＴＲＵがマニュアルＣＳ
Ｇ表示および選択に応答する仕方を変更することが望ましい状況の場合がある。
【００２２】
　本明細書で開示されるシステムおよび方法の実施形態を使用することで、オペレーター
は、ＡＣＬを無効にすること、ユーザーの特定されたグループに対してカスタマイズされ
たＨｅＮＢ名を表示すること、ＯＣＬのＣＳＧの名前がＡＣＬの名前に優先することを保
証すること、およびＡＣＬを通じて一時的メンバーシップＣＳＧを管理でき、その一方で
ＯＣＬを通じて永久的メンバーシップを管理できること、さらには理解されるようなその
他の種々の機能を実行することができる。さらに、悪意のあるユーザーまたはユーザーの
グループが、不要なシグナリングでネットワークに過負荷をかけることによりネットワー
クを攻撃することを防ぐために、システムおよび方法の実施形態を使用することができる
。
【００２３】
　さらに、ＣＳＧリストの抑制が、（１）ＷＴＲＵがホームＰＬＭＮ（ＨＰＬＭＮ：home
 PLMN）に位置し、ＡＣＬは抑制され、マニュアル選択が許可される条件、（２）ＷＴＲ
ＵがＨＰＬＭＮに位置し、ＡＣＬは抑制され、マニュアル選択が抑制または許可されない
条件、（３）ＷＴＲＵがＨＰＬＭＮに位置し、ＡＣＬは許可され、マニュアル選択が抑制
される条件、（４）ＷＴＲＵが移動先ＰＬＭＮ（ＶＰＬＭＮ：visited PLMN）に位置し、
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ＡＣＬは抑制され、マニュアル選択が許可される条件、（５）ＷＴＲＵがＶＰＬＭＮに位
置し、ＡＣＬは抑制され、マニュアル選択も抑制される条件、（６）ＷＴＲＵがＶＰＬＭ
Ｎに位置し、ＡＣＬは許可され（抑制されず）、マニュアル選択が抑制または許可される
条件、へ適用されてもよいが、これらに限定されない。
【００２４】
　本開示の実施形態に準じて、ＡＣＬ抑制は、特定のＲＡＴ（無線アクセス技術）上で、
またはＰＬＭＮ毎に行われてもよい。例えば、本明細書で開示される実施形態は、ＬＴＥ
、３Ｇシステム、および／またはＣＳＧに類似する機能を有するその他のシステムに適用
可能である。それに加えて、ＡＣＬ抑制を、ＷＴＲＵ毎に／ユーザー毎に、またはプロフ
ァイル毎に行われてもよい。例えば、ＡＣＬ抑制は、すべてのＷＴＲＵ、または所定のサ
ブスクリプションもしくはプロファイルと一致するサブスクリプションもしくはプロファ
イルを有するユーザーに対して実行されてもよい。
【００２５】
　本開示の１の実施形態では、ＡＣＬの抑制は、タイマーに関連してもよい。例えば、タ
イマーは、設定された時間に対して、個別のＣＳＧ－ＩＤ、ＣＳＧ－ＩＤのグループ、ま
たはＡＣＬが全体として無効化されうるように設定されてもよい。タイマーは、既知の値
で、または抑制／無効化を開始した時点から、事前設定された／シグナリングされた持続
時間の間、抑制／無効化が継続する範囲で、事前設定されてもよい。抑制／無効化は、あ
る時刻で適用されるように、シグナリングまたは事前設定されてもよい。例えば、ＡＣＬ
を午後６時から午後８時までの間抑制されてもよい。個別のＣＳＧの抑制またはＣＳＧの
サブセットの抑制を行う場合、各インスタンスが異なるタイマー設定値でセットされうる
抑制タイマーの複数のインスタンスがあってもよい。
【００２６】
　本開示の別の実施形態では、ＡＣＬの使用は、ＡＣＬにおけるＣＳＧ－ＩＤが一定数を
超えたときに抑制されてもよい。例えば、ＵＥに対して事前設定またはシグナリングされ
うる一定数のエントリーがすでにＡＣＬ内に存在しているときに、ＷＴＲＵがＡＣＬに追
加されるのを回避してもよい。このことは、セットされた場合に、さらなるＣＳＧ－ＩＤ
が追加されないことをシグナリングすることができるＷＴＲＵのフラグとともに使用され
てもよい。フラグをセットすることは、ＡＣＬに対してＣＳＧ－ＩＤの数を追加すること
を制限するものとして解釈してもよい。エントリー数が最大数に達した場合、ＣＳＧ－Ｉ
ＤがＡＣＬから削除されると、新しいエントリーが追加されてもよい。「最良のセル理論
」技術は、初期セル選択または周波数内セル再選択に対して適用されてもよい。例えば、
ＵＥは、最高ランクのセルとなりうる適切なセルを（再）選択してもよい。
【００２７】
　本開示の別の実施形態では、マニュアルセル選択を干渉回避のメカニズムとして使用し
て、干渉の影響を受けるユーザーが、より適したセルをサービングセルとして手動で選択
することの補助となりうる。例えば、セル１およびセル２は、共通チャネルのセルであり
、同一のＣＳＧ（つまり、ＣＳＧ１）に属する。さらに、セル２は、ＣＳＧ２にも属して
いるが、セル１はそうでない。セル選択プロシージャー、または周波数内セル再選択プロ
シージャーでは、ＷＴＲＵが、例えばセル１が最高ランクのセルである場合に、セル２へ
の選択または再選択が可能でない場合がある。ＷＴＲＵが、マクロＷＴＲＵからセル１に
おけるＵＬ干渉を受けている場合がある状況では、ＨＮＢ－ＷＴＲＵは、セル１に固定さ
れ、ＨＮＢ－ＷＴＲＵについては、よりよいサービングセルとなるセル２への選択または
再選択することができない場合がある。さらに、初期アクセスの場合、ＷＴＲＵは、セル
２が良好な候補であっても、セル１を通じてシステムにアクセスすることができない場合
がある。マニュアルＣＳＧ選択により、ユーザーはＣＳＧ２を選択することができ、ひい
ては、セル２を選択することができる。
【００２８】
　本開示の別の実施形態では、セル１およびセル２は、それぞれ、ＣＳＧ１およびＣＳＧ
２に属してもよい。両方のセルは、異なる周波数で動作してもよい。ＣＳＧ間アイドルモ
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ードモビリティーの状況においては、適切なＣＳＧセルに収まっている間、ＷＴＲＵは、
サービングセルがその周波数上で最高ランクのセルであるとみなされうる限りにおいて、
サービングセルの周波数が最高優先度の周波数（つまり、８つのネットワーク設定値また
は最高のＨＣＳ優先度より高い）とみなしてもよい。さらに、セル選択またはセル再選択
を目的として、ＣＳＧセル間で定義された相対的優先度がない場合がある。ＷＴＲＵにと
って、通常サービスを受けるために選択もしくは再選択し、収まるのに、セル１とセル２
の両方が適したセルであると仮定すると、セル１が最高ランク（もっとも強固な）のセル
であるとして、ＷＴＲＵはセル１を常に選択してもよい。ＷＴＲＵは、マクロＷＴＲＵか
らのＵＬ干渉を回避するために、セル２を自動的に選択または再選択することができない
場合がある。初期アクセスの場合、ＷＴＲＵは、セル２が良好な候補であっても、セル１
を通じてシステムにアクセスすることができない場合がある。
【００２９】
　本開示の別の実施形態では、セル間のロードバランシング、すなわち負荷分散のために
マニュアルセル選択が使用されてもよい。例えば、セル１およびセル２が適切なセルであ
る場合、負荷分散が最新のセル選択またはセル再選択のルールに反しうるとしても、セル
１およびセル２は、セル間の負荷を分散させるように選択されてもよい。
【００３０】
　１の実施形態では、ネットワークはＣＳＧ（マニュアルＣＳＧ選択の一環として）表示
するように構成することができ、この表示は、（１）ＡＣＬおよびＯＣＬによって制限さ
れない（つまり、検出されたＣＳＧが表示される）か、または（２）ＯＣＬのみのエント
リーに制限される（つまり、両方のリストにない検出されたＣＳＧは表示されず、さらに
、ＡＣＬの一部である検出されたＣＳＧも、同じエントリーがＯＣＬに存在している場合
を除き表示されない）のいずれかとなる。
【００３１】
　オペレーターがＯＣＬにあるエントリーのみを表示する（検出された場合）ようにＷＴ
ＲＵを構成する理由は、ＷＴＲＵがどのＣＳＧにアクセスすることができるかを完全に制
御することができるようにすることにあると仮定することができる。これは、ＷＴＲＵが
、ＯＣＬにある検出されたＣＳＧのみを表示するので、マニュアル選択を介してＡＣＬに
追加できるその他のＩＤがないため、実現することができる。しかしながら、一部のＣＳ
Ｇセルは、ハイブリッドモード（すなわちメンバーおよび非メンバーによるアクセスを可
能にし、前者はリソースに対する優先権を有する）で動作することができる。それに加え
て、ＷＴＲＵがハイブリッドモードで動作するＣＳＧを選択するときに、登録（ＴＡＵ／
ＲＡＵ／ＬＡＵ）が成功したとしても、ＷＴＲＵがＣＳＧ－ＩＤをＡＣＬに追加しないよ
うにすることが現在の挙動である。そのため、もしハイブリッドセルのＣＳＧ－ＩＤがＡ
ＣＬに追加されないとすると、ＯＣＬにあるＣＳＧのみを表示するようにＷＴＲＵが構成
されている場合であっても、ＷＴＲＵが検出されたハイブリッドモードのＣＳＧを表示す
ることの影響はないと見られる。したがって、一部のセルがハイブリッドモードで動作す
るときに、これらのセルが信号強度の観点から最良のセルである可能性があり、これらを
表示しないことがＵＥのサービスに影響を及ぼしうるので、表示に難点がありうる。
【００３２】
ＣＳＧリストの扱い－ＵＥはＨＰＬＭＮまたはＶＰＬＭＮに位置する
　本開示の実施形態に準じて、ＣＳＧ選択の制御は、ＰＬＭＮ毎に実行されてもよい。例
えば、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが動作しているＰＬＭＮを識別してもよい。さらに、ＷＴＲ
Ｕは、識別されたＰＬＭＮに基づいて、ＣＳＧの選択または提示を制御してもよい。例え
ば、ＰＬＭＮ毎に、ＷＴＲＵはユーザーに対して、すべてのＣＳＧまたはＯＣＬにあるＣ
ＳＧのみを表示してもよい。ＣＳＧ選択の制御は、例えば、ＷＴＲＵがＨＰＬＭＮ内、ま
たはＶＰＬＭＮ内にあるかどうかに基づき実施されてもよい。
【００３３】
　本開示の例示的な実施形態では、ＡＣＬは抑制され、マニュアルＣＳＧ選択は、ＷＴＲ
ＵがＨＰＬＭＮまたはＶＰＬＭＮ内に位置するときに、に抑制されるか、または許可され
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ない。ＡＣＬまたはＯＣＬの制御、および表示されるＣＳＧがＯＣＬのみから、またはＡ
ＣＬとＯＣＬとの両方からであるか否かの制御は、ＰＬＭＮ毎で行われてもよい。この条
件下で、ＷＴＲＵは、ＣＳＧセルの選択に関してＯＣＬに依存する場合があり、またＷＴ
ＲＵは、ＣＳＧを表示し、または表示しない場合もある。例えば、ＣＳＧを表示すること
に関して、ＷＴＲＵは、すべての利用可能なＣＳＧ、およびＯＣＬに含まれるＣＳＧと、
利用可能なＣＳＧとの両方を表示してもよく、ＷＴＲＵは、ＯＣＬリストの一部でありう
るＣＳＧにタグ付けをする。別の例では、ＷＴＲＵは、ＯＣＬリストに含まれうる利用可
能なＣＳＧのみを表示してもよい。部分的なユーザー選択を許可する別の例では、ＷＴＲ
Ｕは、ＣＳＧがＯＣＬの一部でありうる限り、ユーザーがＣＳＧを選択することを許可し
てもよい。部分的なユーザー選択を許可する別の例では、ＷＴＲＵは、現在のもの以外の
新しいＣＳＧを選択できる方法で、ユーザーが新しいＣＳＧの選択をトリガー（始動）す
ることを許可してもよいが、ユーザーは、どのＣＳＧが選択されるべきであるかを選択す
ることは許可されない。この例では、これは、ユーザーが現在のセル上で、品質の低下を
経験し、ユーザーが他のＣＳＧのセルを試したいときに生じうる。
【００３４】
　別の実施形態では、ＡＣＬは許可されてもよく、マニュアルＣＳＧ選択は、ＷＴＲＵが
ＨＰＬＭＮに位置するときに、抑制されてもよく、または許可されなくてもよい。この条
件下で、ＵＥは、ＣＳＧセルの選択にＡＣＬとＯＣＬの両方を使用してもよい。しかしな
がら、ＣＳＧエントリーをＡＣＬリストに追加することは、ＯＭＡまたはＯＴＡなどのオ
ペレーター特有の方法を通じて行われる場合がある。この場合、ＷＴＲＵは、ＡＣＬとＯ
ＣＬの両方に含まれる利用可能なＣＳＧを表示してもよい。それに加えて、ＷＴＲＵは、
ＡＣＬまたはＯＣＬのいずれかに含まれない利用可能なＣＳＧを表示してもよい。部分的
なユーザー選択の別の例では、ユーザーは、ＡＣＬまたはＯＣＬからのＣＳＧを、ＣＳＧ
選択に使用できるかどうかを決定する選択権を与えられてもよいが、ユーザーは、特定の
ターゲットのＣＳＧセルを選択することは許可されない場合がある。部分的なユーザー選
択の別の例では、ユーザーは、ＡＣＬまたはＯＣＬのいずれかから特定のＣＳＧを選択す
る選択権を与えられてもよいが、ただし、ＵＥがＨＰＬＭに位置している場合のみに限る
。あるいは、ユーザーは、ＯＣＬからＣＳＧを選択することを許可されてもよい。さらに
、ユーザーは、すべてのＣＳＧではなく、オペレーターによって判定されるいずれかのリ
ストから、特定のＣＳＧを選択する選択権が許可されてもよい。これらのＣＳＧは、特定
の識別子でタグ付けされてもよく、またタグ付けされなくてもよい。さらに、ユーザーか
らは、通常の表示されるリストが見えるが、選択後は、ＵＥは、登録メッセージを送信す
ることができない（トラッキング／ルーティング／ロケーションエリア更新メッセージ）
。これは、本明細書で開示されている実施形態のうちのどれかと併用されうる。
【００３５】
　別の例示的な実施形態では、ＡＣＬは抑制され、マニュアルＣＳＧ選択は許可されても
よい。この条件下で、ＷＴＲＵは、ＡＣＬの一部となりうるＣＳＧエントリーを使用する
ことができない。さらに、利用可能なＣＳＧのマニュアル選択では、ＣＳＧをどのリスト
にも挿入することもできない。ＯＣＬにはないＣＳＧのマニュアル選択は、ＷＴＲＵがＶ
ＨＬＰＭ上にある間、そのようなＣＳＧが現在のＣＳＧと同じＴＡを有する場合であって
も、ＴＡＵをトリガーする場合がある。
【００３６】
干渉の制御を補助するための手段としての「遷移」タイプのＣＳＧ上でのＷＴＲＵの一時
的な許可
　本開示の実施形態に準じて、ＡＣＬは、「遷移」ＣＳＧセル、またはその他の任意の名
前で呼ばれることがある、特別なＣＳＧのエントリーを含むことができる。これらのセル
（またはネットワーク）ではＷＴＲＵに対して一時的なアクセスを許可することができ、
ＷＴＲＵを、適切なＣＳＧセルもしくはマクロセルにハンドオーバーまたはリダイレクト
することができる。ＷＴＲＵとＣＳＧセルの両方の挙動についてさらに、本明細書に手さ
らに詳細に説明される。
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【００３７】
　自律的再選択のために、ＷＴＲＵは、ＯＣＬ内のＣＳＧ、または「遷移」ＣＳＧとして
タグ付けされていないＡＣＬ内のＣＳＧを選択することができる。標準的なセル選択プロ
セスに従った後、ＷＴＲＵは、許可されたセルに収まることができる。しかし、いったん
接続されると、ＷＴＲＵは、大きな干渉にさらされる可能性があり、これは正常な動作に
弊害をもたらす場合がある。この干渉は、観察された干渉レベルに基づいて、ＷＴＲＵに
よって、または監視されているサービス品質などの個人的経験に基づいて、ユーザーによ
って判定されてもよい。干渉の発生元が、ＡＣＬ（またはＯＣＬ）の「遷移」ＣＳＧとし
てタグ付けされうるＣＳＧにおけるセルである場合、ＷＴＲＵを、そのＣＳＧの干渉する
セルにハンドオーバーされるか（ＷＴＲＵが接続モードである場合）、またはそのセルに
再選択する（ＷＴＲＵがアイドルモードである場合）ことを許可することができる。この
再選択は、ＷＴＲＵによって自律的に実行されてもよく、またはマニュアル選択を必要と
してもよい。マニュアル選択が必要になる場合、ユーザーへのホワイトリストの表示は、
その他のＣＳＧセル上でチャネル条件が悪い場合に、どのＣＳＧが選択されうるかをユー
ザーに示すためのラベルを含むことができる。
【００３８】
　ＷＴＲＵが、そのようなＣＳＧを１つ選択するときに、ＷＴＲＵは、一時的アクセス権
を与えられうることを認識することができる。一時的アクセス権は、ＷＴＲＵがそのセル
内で接続状態を維持し、限られた期間内に完全なサービスを受けることを許可する。この
アクセスの終わりに、ＷＴＲＵを、そのＷＴＲＵがメンバーシップを有しうるＣＳＧのセ
ルに（または非ＣＳＧセルに）ハンドオーバーすることができる。そのような場合、ＷＴ
ＲＵは、ＡＣＬ（またはＯＣＬ）にＣＳＧを保持し、「遷移」ＣＳＧラベルを保持するこ
とができる。ＷＴＲＵは、干渉抑圧をトリガーするために必要な測定結果を送信する機能
を有することもできる。測定レポートはまた、セルの当初の接続先のセル、および戻るこ
とが意図されている場所も示しうる。これは、ある種の干渉抑圧に有用である場合がある
。干渉情報を含む測定レポートを受信した後、ＣＳＧセルは、次いで、当初のセル、また
はその他の任意のオープンセル、またはＵＥがメンバーシップを有するＣＳＧセルへのハ
ンドオーバーを続行することができる。そのような場合、ＷＴＲＵは、ＡＣＬ（またはＯ
ＣＬ）にＣＳＧを保持し、「遷移」ＣＳＧラベルを保持することができる。さらに、ＣＳ
Ｇセルは、アクセス制御を実行し、ＷＴＲＵがＣＳＧに対する完全なメンバーシップを有
すると判定することができる。このような場合、ＷＴＲＵは、接続状態に留まることを許
可され、完全なメンバーシップを受けることができる。次いで、セルは、ＣＳＧリストか
ら「遷移」ラベルを削除することができることをＷＴＲＵに通知することができる。この
場合、ＣＳＧ－ＩＤを、それから、ＡＣＬ（またはＯＣＬ）に通常のＣＳＧとして含むこ
とができる。
【００３９】
　現在選択されているセル上のＷＴＲＵが高い干渉を有していると判定すると、ユーザー
は、手動で、ＡＣＬまたはＯＣＬのいずれにもない可能性のあるＣＳＧを選択することが
できる。このような場合、ＷＴＲＵがそのＣＳＧセルにおいてメンバーシップを有してい
ない可能性があるとしても、ＷＴＲＵはそれでもなおＣＳＧによる「遷移」タイプのアク
セス権を付与されうる。次いで、ＣＳＧセル（またはネットワーク）は、これがＣＳＧ－
ＩＤをそのＡＣＬに追加することができないことをＷＴＲＵにシグナリングすることがで
きる。あるいは、ＣＳＧセル（またはネットワーク）は、ＣＳＧ－ＩＤをそのＡＣＬに追
加し、「遷移」ＣＳＧラベルを追加することをＷＴＲＵにシグナリングすることができる
。
【００４０】
　セルを遷移セルとして使用することができるということを、ＳＩＢで、または初期メッ
セージ（つまり、ＲＲＣプロシージャー）もしくはＮＡＳメッセージでブロードキャスト
することもできる。したがって、ＷＴＲＵは、そのＣＳＧにすでに接続されている必要な
しに、「遷移」ラベルとともにＣＳＧ－ＩＤをＡＣＬ（またはＯＣＬ）に追加することが
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できる。これは、測定レポート時間を削減するために使用することができるが、それは、
ＷＴＲＵが完全な接続を試みず、その代わりに干渉情報を含む測定レポートだけを送信す
ることができるからである。
【００４１】
ＡＣＬステータス（抑制されているか、または抑制されていない）にかかわらずにマニュ
アルＣＳＧ選択への追加の更新
　マニュアルＣＳＧ選択の実施形態において、ユーザーがＣＳＧを選択するか、または与
えられたＣＳＧからよりよいＣＳＧへの再選択を行うのを補助するためのインジケーショ
ンを与えることができる（表示または音声インジケーション）。このインジケーションは
、干渉（ＵＬ、ＤＬ、ＵＬとＤＬの両方）、負荷（例えば、ＷＴＲＵが与えられたＣＳＧ
を選択した後に、選択されるセルによるサービスを受けるＷＴＲＵの個数）もしくはその
両方、またはサービス品質などの品質メトリックに関するものであってよい。さらに、与
えられたＣＳＧから、例えば、そのＣＳＧでのユーザーの過去の経験に応じて、ユーザー
を回避するためのインジケーション（表示もしくは音声）が提供されてもよい。別の例で
は、ユーザーを与えられたＣＳＧに、例えば、そのＣＳＧでのユーザーの過去の経験に応
じて、おびき寄せる／引き付けるためのインジケーション（表示もしくは音声）が提供さ
れてもよい。別の例では、ＣＳＧのマニュアル探索は、ＣＳＧが表示することができない
か、または、ユーザーが最近い好ましくないユーザーエクスペリエンスにさらされたＣＳ
Ｇをグレーアウト（gray out）すべきである。好ましくないユーザーエクスペリエンスは
、例えば、高い干渉、好ましくないユーザーエクスペリエンスを引き起こすセル間の不均
一な負荷、保証ＱＯＳ以下のＱＯＳ、またはコールドロップなどとして定義されてもよい
。さらに、本開示の実施形態によりこれらの例の任意の組み合わせを構成することができ
る。
【００４２】
ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおけるマニュアルＣＳＧ選択
　Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨにある間、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおいてマニュアルＣＳＧ選択が許
可されうるというインジケーション（表示または音声）をユーザーに提供することができ
る。例えば、ユーザーは、ＣＳＧマニュアル選択を通じて、セル更新プロシージャーをト
リガーするオプションを有してもよい。あるいは、例えば、ＤＥがＣｅｌｌ＿ＦＡＣＲに
ある場合であっても、通常のマニュアルＣＳＧ選択プロセスに従って、ＣＳＧセルの表示
をユーザーに提供することができる。ＷＴＲＵはまた、マニュアルＣＳＧ選択がＣＥＬＬ
＿ＦＡＣＲで許可されうるというネットワークからのインジケーションを提供されてもよ
い。これは、システム情報メッセージ、またはＲＲＣＩＮＡＳメッセージで提供されても
よい。
【００４３】
メンバーシップの失効回避のためのメカニズムとしてのマニュアルＣＳＧ選択
　本開示の実施形態に準じて、ＷＴＲＵがＷＴＲＵのメンバーシップが失効しかかってい
るＣＳＧに属するセルに収まるか、またはＷＴＲＵのメンバーシップが失効しかかってい
るＣＳＧに属するセル上でサービスを受けているときに、ＷＴＲＵがまだ有効なメンバー
シップを有している可能性のあるＣＳＧのリストとともに、インジケーション（表示また
は音声）がユーザーに提供されてもよい。次いで、ユーザーは、ユーザーに提示されるＣ
ＳＧのリストからＣＳＧを１つ選択することによって、異なるＣＳＧへのマニュアルＣＳ
Ｇ選択をトリガーするオプションを有してもよい。マニュアルＣＳＧ選択の結果（表示ま
たは音声）の一環として、ＣＳＧメンバーシップが失効してしまった、または失効してい
ない可能性、または残りの余裕時間に関するインジケーションをユーザーに提供すること
ができる。
【００４４】
本開示による他の実施形態
　このセクションで説明される実施形態は、それらをともに組み合わせて、または本明細
書で説明されるその他の実施形態と併せて使用されてもよい。
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【００４５】
　本開示の一実施形態では、ＷＴＲＵは、適宜、その他の機能性（例えば、ＡＣＬの使用
の抑制または許可）と併せて、マニュアルＣＳＧ選択が許可されるか否かの通知を受ける
ことができる。このインジケーションは、システム情報、ＲＲＣ、またはＮＡＳメッセー
ジで提供されてもよい。シグナリングされた情報は、デフォルトで、ＶＰＬＭＮに適用す
ることができるか、またはＷＴＲＵは、マニュアルＣＳＧ選択が新しいＰＬＭＮ、サービ
ス（トラッキング、ルーティング、およびロケーション）エリア、ＭＭＥ、ＳＧＳＮなど
へのモビリティーを通じて許可されうる場合に、通知を受けることができる。このインジ
ケーションは、ＯＭＡ－ＤＭまたはＯＴＡを介して提供されてもよい。上位レイヤは、こ
のようなインジケーションが提供され、さらなるアクションが実行されてもよい。例えば
、ユーザーは、マニュアルＣＳＧ選択が許可されるか、または許可されないかの事実に関
する通知を受けてもよい。
【００４６】
　本開示の別の実施形態では、ＯＣＬは、ＡＣＬに比べて高い優先度を有してもよい。例
えば、ＯＣＬにあるすべてのエントリーは、ＡＣＬにあるエントリーに比べて高い優先度
を有してもよい。これは、デフォルトでＷＴＲＵにおいて設定されてもよく、またはＲＲ
Ｃ／ＮＡＳもしくはＯＭＡ－ＤＭもしくはＯＴＡメッセージを介してシグナリングされて
もよい。代替的優先度レベルも、ネットワーク／オペレーターポリシーに従って、シグナ
リングされてもよく、または構成されてもよい。したがって、ＷＴＲＵは、これがその場
合であればＣＳＧのいずれかを選択することができる。このようなセル選択スキームでは
、通常の規則を上書きすることができる。このような優先度は、マニュアルＣＳＧ選択を
実行するときにユーザーに対して表示することもできる。
【００４７】
　本開示の別の実施形態では、例えばＬＴＥでは、ＡＣＬが抑制され、ＷＴＲＵがＣＳＧ
セルからＮＡＳメッセージを受信し、セキュリティーチェックに失敗した場合、ＷＴＲＵ
は、セキュリティーチェックの失敗にもかかわらず、メッセージを考慮することを選択し
てもよい。
【００４８】
ＷＴＲＵによる自動セル（再）選択のためのＷＴＲＵの挙動は、検出され、かつＯＣＬに
あるＣＳＧのみを表示するように構成される
　このセクションでは種々の実施形態が開示される。表示されるＣＳＧを、マニュアルＣ
ＳＧ選択の一環として、ＯＣＬリストの検出されたＣＳＧのみに制限するように、ＷＴＲ
Ｕが構成されている場合に、当該実施形態が実装されうる。
【００４９】
　１の実施形態では、ＷＴＲＵは、ＡＣＬにあるエントリーを自動セル再選択に対する有
効なエントリーであるとみなしてもよい。この場合、ＷＴＲＵが、ＯＣＬの一部である検
出されたＣＳＧのみを表示するように構成されている場合であっても、ＷＴＲＵは、自動
セル再選択（例えば、ＣＳＧセル内へのアイドルモードモビリティーまたはＣｅｌｌ＿Ｆ
ＡＣＨモビリティーに）、のために、ＡＣＬにあるエントリーをそのまま使用することが
できることが提案される。さらに、それでも、ＷＴＲＵが構成を受信するときに、検出さ
れた場合に、ＯＣＬにあるエントリーのみを表示するために、ＷＴＲＵが収まるセルは、
ＡＣＬにあるエントリーの一部のＩＤを持つＣＳＧセルのみであると考えることも可能で
ある。この場合、識別番号がＡＣＬにある場合であっても、ＷＴＲＵは現在のＣＳＧセル
上に留まることが提案される。適宜、ＷＴＲＵは、マニュアルＣＳＧ選択をサポートする
ために、ＣＳＧの表示とは無関係にそのようなＣＳＧをＷＴＲＵが現在治まるセルが属す
るＣＳＧとして表示し続けてもよい。上記の提案および以下の提案は、アイドルモード再
選択、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨモビリティー、および接続モードハンドオーバーに適用される
ことに留意されたい。
【００５０】
　別の実施形態では、ＷＴＲＵは、自動セル再選択に対するＡＣＬにあるエントリーを考
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慮しなくてもよい。この場合、ＷＴＲＵは、ＣＳＧセルへの自律的な再選択（または選択
、またはＣｅｌｌ＿ＦＡＣＨモビリティー、またはネットワークから指令される場合を除
いたオプションの接続モードハンドオーバー）に対するＡＣＬにあるエントリーを考慮し
なくてもよい（つまり、無視する）。したがって、ＷＴＲＵは、関係するモビリティータ
イプに対するＯＣＬにあるエントリーのみを考慮する。ＷＴＲＵが構成を受信するときに
、検出される場合にＯＣＬにあるエントリーのみを表示するために、ＷＴＲＵが収まるセ
ルは、ＡＣＬにあるエントリーの一部のＩＤを有するＣＳＧセルのみであると考えること
も可能である。この場合、構成を受け取るときに、ＷＴＲＵが別のセルへ直接的に再選択
することが提案される。あるいは、ＷＴＲＵは、デフォルトの、または構成された時間値
の範囲内で、別のセルに再選択することが予想される。また、ＷＴＲＵは、アイドルモー
ドに入るときに、別のセルへの再選択を実行することができる。適宜、ＷＴＲＵは、その
ＩＤがＡＣＬ内にある場合であっても、現在のＣＳＧセル上に（ＯＣＬにある検出された
ＣＳＧのみを表示するために構成が受信されるときに）留まってもよい。しかし、ＷＴＲ
Ｕは、次の再選択が行われるまで現在のセル上で一時的に許可され、その後ＷＴＲＵはそ
こで一時的に許可されたとしてもＣＳＧを有効なものとして考慮しない。しかし、その一
方で、ＡＣＬにあるその他のエントリーは、自律的セル再選択に関して考慮されない。そ
れに加えて、ＷＴＲＵがしばらくの間ＣＳＧセル上に留まっている場合、ＷＴＲＵが現在
収まる（そしてＡＣＬの一部である）ＣＳＧに関連付けられる実際のＣＳＧ－ＩＤまたは
Ｈ（ｅ）ＮＢ名が、表示に示されている場合に、ＷＴＲＵがユーザーに対して表示される
内容を変更することが提案される。このようにして、ユーザーは、ＷＴＲＵが別のセルに
対して実際に再選択を行うと考え、ユーザーがマニュアルＣＳＧ選択を実行しようとした
場合に、ユーザーはＣＳＧ－ＩＤを検出リストの一部として見ない。別の代替的形態では
、マニュアルＣＳＧ選択を目的とするＣＳＧの表示は、ＷＴＲＵが現在収まるセルが属す
るＣＳＧの表示とは無関係に取り扱われる。その場合、ＷＴＲＵが収まるＣＳＧは、現在
使用されているＣＳＧとして常に表示されるが、それと並行して、マニュアルＣＳＧ選択
を目的とするＣＳＧの表示は、ＷＴＲＵが現在収まっているＣＳＧを表示してもよく、ま
たは表示しなくてもよい。
【００５１】
　さらに、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがマニュアル選択のためＯＣＬにあるエントリーのみを
表示するように構成されている場合であっても、ＯＣＬの一部でないＣＳＧ（つまり、Ｃ
ＳＧはＡＣＬの一部であるか、または一部でない場合がある）にＷＴＲＵを移動させる任
意のＨＯに適合しうる。この場合、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがある現在のＣＳＧが、実際に
はＯＣＬの一部でないことをユーザーに知られないように表示を修正してもよい。表示は
空であってよく、例えば、何も表示されず、ユーザーは、ＷＴＲＵがマクロセル上にある
と考える。適宜、ＷＴＲＵは、マニュアルＣＳＧ選択をサポートするために、ＣＳＧの表
示とは無関係にそのようなＣＳＧを新しいサービングセルが属するＣＳＧとして表示し続
けてもよい。
【００５２】
　あるいは、ＷＴＲＵは、ＡＣＬにあるエントリーが自動セル再選択またはモビリティー
のその他の形態について考慮されるべきである場合に、通知を受けることができる。また
、ＡＣＬエントリーを考慮する方法に関するそのようなインジケーションがＷＴＲＵに送
信されない場合に、デフォルトの挙動を仮定することができる。
【００５３】
　両方の実施形態に関して、ＯＣＬにある検出されたＣＳＧのみを表示するために構成が
受信されるときに、ＷＴＲＵがＣＳＧセル（そのＩＤはＡＣＬの一部のみ）上に留まるこ
とが許可されない場合、ＷＴＲＵおよび／またはネットワークによって種々のアクション
が実行されてもよい。例えば、ＷＴＲＵは、ＯＣＬの一部であるその他のＣＳＧセルへの
接続モードＨＯをトリガーすることを目的として、近接インジケーション（proximity in
dication）をネットワークに送ることができる。近接インジケーションは、ＷＴＲＵがそ
の他のＣＳＧセルに近接していることを示すことができるか、またはこのインジケーショ
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ンは、ＷＴＲＵがＣＳＧセルの近傍から離れることを、その場合でないとしても示すこと
ができる。この例は、ネットワークがマクロセルまたはその他のＣＳＧセルへの接続モー
ドＨＯを実行することに対するトリガーとなりうる。別の例では、コアネットワーク（つ
まり、該当する場合にＭＭＥ、ＳＧＳＮ、ＭＳＮまたはＨＮＢ－ＧＷ）は、識別番号がＷ
ＴＲＵのＡＣＬのみにある場合に、あるＷＴＲＵがそのＣＳＧ上に留まることがサポート
されないことをＣＳＧ／ＨＮＢ－ＧＷに指示し（これは次いでＣＳＧへの指示となる）、
ＷＴＲＵは、ＯＣＬにあるエントリーのみを表示するインジケーションをすでに受信して
いる。そこで、受信側ノードは、次いで、ハンドオーバーを実行して、ＷＴＲＵが許可さ
れ、制限のあるその他のセルにＷＴＲＵを移動させることができる。
【００５４】
　ＷＴＲＵが、ＯＣＬ一部のみである、検出されたＣＳＧのみを表示する構成を受信する
場合、ＷＴＲＵは、ＯＣＬの一部でなくてもハイブリッドＣＳＧセルを表示することがで
きる。これは、ネットワークへの登録をトリガーするハイブリッドセルのマニュアル選択
（ＷＴＲＵはＷＴＲＵのリストのいずれにもない選択されたセルのＩＤの登録を送信する
）がＡＣＬへの関連するＩＤの追加を引き起こさないからである。そのため、ＯＣＬの一
部でない検出されたハイブリッドセルを表示することに不都合はない。
【００５５】
　本明細書で開示される実施形態は、任意の組み合わせにおいて、またどのようなシステ
ム（例えば、３Ｇ、ＬＴＥなどについても）、該当する場合には必ず、使用することがで
きる。さらに、本明細書で開示される実施形態は、ＨＰＭＮおよび／またはＶＰＬＭＮに
適用することができる。
【００５６】
　図３は、本開示の実施形態によるＡＣＬの使用を抑制するための例示的な方法のフロー
チャートを表す。この例示的な方法は、ＰＬＭＮのリスト毎に適用することができる。例
えば、ＷＴＲＵは、ＰＬＭＮの変更が生じたときにＡＣＬが抑制されるか否かについてＷ
ＴＲＵが通知を受けるので、ＰＬＭＮの変更が生じたときに抑制を行わなくてもよい。そ
れに加えて、ＷＴＲＵは、ＰＬＭＮの変更が生じたときに抑制が適用可能である場合に、
通知を受けてもよい。ＰＬＭＮの変更は、ＶＰＬＭＮなどのローミングの場合、または同
等のＰＬＭＮに対するものであってよいことに留意されたい。それに加えて、この例示的
な方法は、ＲＡＴのリスト毎に、またはＰＬＭＮの組み合わせとともにＲＡＴ毎に適用さ
れてもよい。
【００５７】
　例示的な一実施形態では、抑制の範囲は、トラッキングエリア（ＴＡ）、ルーティング
エリア（ＲＡ）、およびロケーションエリア（ＬＡ）のリストによるものか、またはサー
ビングノードなどによるものとしてもよい。抑制は、地理的エリア、地域、または国など
に関連付けられてもよい。抑制の範囲は、抑制が終了するまで適用可能であるか、または
タイマーによって管理されてもよく、それが失効するとＡＣＬの抑制が終了しうる。例え
ば、ＡＣＬ抑制は、タイマーがまだ動作している間に、強制的に打ち切られてもよい。タ
イマーの長さは、事前に構成されうるか、または専用メッセージング、ブロードキャスト
システムメッセージ、またはブロードキャスト情報メッセージなどを介してＷＴＲＵにシ
グナリングされてもよいことに留意されたい。例えば、ブロードキャストメッセージは、
抑制が開始する時点とその持続時間の両方に関して、ＷＴＲＵに通知することができる。
さらに、ＷＴＲＵは、抑制が適用されえない場所、時間、および／またはネットワークに
関しても通知を受けることができる。したがって、ＷＴＲＵは、その場所と抑制に関して
提供される情報とに基づき抑制を開始するか、または終了することができる。ＷＴＲＵは
、同じ範囲がそのＨＰＬＭＮおよび同等のＰＬＭＮにおいて適用することができると想定
することもできるか、またはＷＴＲＵは、同等のＰＬＭＮにおける同じ抑制もしくは抑制
の終了を適用する必要がある場合に、通知を受けることができる。
【００５８】
　図３を参照すると、参照符号３０５において、ＡＣＬを抑制するためのトリガーが構成
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され、参照符号３１０において、ＡＣＬを抑制するためのトリガーが検出される。トリガ
ーは、ＡＣＬが抑制されうることをシグナリングするイベントであってもよい。例えば、
ＡＣＬは、ネットワーク上の現在のシグナリングもしくはトラフィックの負荷が特定の閾
値を超えた後に抑制されてもよい。
【００５９】
　ＣＳＧのアクセスが連続して何回も失敗することが、連続する失敗が特定の閾値を超え
たときにＡＣＬを抑制することが必要であるということのトリガーとなってもよい。ＷＴ
ＲＵはその閾値で事前設定されてもよく、またはその閾値がＷＴＲＵにシグナリングされ
てもよい。ＷＴＲＵが、閾値を超えうることを検出したときに、ＷＴＲＵは、ＡＣＬを抑
制するアクションを、ネットワークからのシグナリングせずに実行することができる。抑
制の範囲に応じて、ＷＴＲＵは、抑制を後に終了してもよい。例えば、この範囲がタイマ
ーに準じて設定される場合、ＷＴＲＵは、抑制を自律的に終了してもよい。ＷＴＲＵは、
さらに説明するように、ＡＣＬの抑制もしくは抑制終了をネットワークにシグナリングし
てもよい。
【００６０】
　ＰＬＭＮ、ＴＡ、ＲＡ、ＬＡ、ＭＭＥ、ＳＧＳＮ、またはＭＳＣなどへのエントリーに
よっても、明確なインジケーションがネットワークから受信されるまで、ＷＴＲＵによっ
て自律的にＡＣＬの抑制を行うことになってもよい。ＷＴＲＵは、ＰＬＭＮ、ＴＡ、ＲＡ
、ＬＡ、ＭＭＥ、ＳＧＳＮ、またはＭＳＣなどに関して通知を受けてもよく、これらに対
してＡＣＬを抑制してもよい。このＷＴＲＵは、ネットワークとのシグナリングなしで通
知を受けてもよい。それに加えて、特定のＣＳＧ－ＩＤは、そのような情報に関連付けら
れてよく、これにより、ＷＴＲＵは、ＰＬＭＮ、ＴＡ、ＲＡ、ＬＡ、ＭＭＥ、ＳＧＳＮ、
またはＭＳＣなどの中のＣＳＧセルにアクセスすることができる。
【００６１】
　ＣＳＧメンバーシップの失効、またはＵＥがメンバーであった最後のＣＳＧの失効が、
ＡＣＬを抑制するトリガーとなってもよい。それに加えて、メンバーシップの失効は、Ａ
ＣＬの抑制で実現されてもよい。それに加えて、メンバーシップの失効は、ＡＣＬの抑制
で実現されてもよい。
【００６２】
　ＡＣＬにあるＣＳＧ－ＩＤの数が、ＡＣＬを抑制するトリガーとなってもよい。例えば
、ＡＣＬにあるＣＳＧ－ＩＤの数が閾値を超えた後、ＡＣＬの抑制がトリガーされてもよ
い。この閾値は、事前設定されるか、またはＷＴＲＵにシグナリングされてもよい。この
シナリオでは、ＷＴＲＵは、ＡＣＬのＣＳＧのエントリーの個数を削除するか、または少
なくすることによって、ＡＣＬを修正することを許可されてもよい。ネットワークからの
明確なインジケーションなしで修正が実行されてもよい。
【００６３】
　ＡＣＬの抑制はまた、ＯＣＬにあるＣＳＧのエントリーの個数によってトリガーされて
もよい。例えば、ＯＣＬが空であった場合、ＷＴＲＵにおいてＣＳＧ－ＩＤをＯＣＬに追
加することは、ＡＣＬを抑制するトリガーとして振舞ってもよい。
【００６４】
　上記説明されるトリガーはすべて、個別に、または組み合わせて発生してもよい。それ
に加えて、上記説明されるトリガーはすべて、ＷＴＲＵに基づく抑制および／またはユー
ザープロファイルに基づく抑制に適用してもよい。
【００６５】
　図３の参照符号３２０では、ＡＣＬの抑制のシグナリング、または抑制の終了が発生し
てもよい。１の例では、ＷＴＲＵは、ＡＣＬの抑制または抑制の終了を示す信号を受信し
てもよい。ＷＴＲＵへのシグナリングは、ＯＭＡ－ＤＭ、ＯＴＡ、システム情報のブロー
ドキャスト、システムメッセージのブロードキャスト、専用ＲＲＣ、または専用ＮＡＳメ
ッセージなどを介して発生してもよい。例えば、ＷＴＲＵは、ＡＣＬの抑制が必要となり
うることを示すことができるアタッチ、ＴＡＵ、ＲＡＵ、またはＬＡＵアクセプト応答を
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受信してもよい。ＷＴＲＵへのシグナリングは、ＲＲＣ／ＮＡＳメッセージに含めること
ができる新しい情報要素（ＩＥ）またはビットマップを使用することによって達成されて
もよい。抑制はまた、ＮＡＳメッセージの新しい原因コードを使用することによって、シ
グナリングされてもよい。例えば、ＮＡＳサービス要求メッセージは、ＡＣＬが抑制され
ることを示す新しい原因コードとともにＣＳＧセルから送信される場合に拒否されてもよ
い。
【００６６】
　それに加えて、ＷＴＲＵは、ＡＣＬの抑制をシグナリングするＮＡＳ／ＲＲＣメッセー
ジについてセキュリティーチェックを実行してもよい。メッセージがセキュリティーチェ
ックを通らない（例えば、メッセージにセキュリティー保護がない）、または認証に失敗
するとＷＴＲＵが判定する場合、ＷＴＲＵは、メッセージ内のＡＣＬ抑制信号、および／
またはメッセージ自体を無視してもよい。
【００６７】
　ＷＴＲＵは、ＰＬＭＮ毎に抑制ステータスを保存してもよい。例えば、ＷＴＲＵは、Ｖ
ＰＬＭＮに入るときに抑制を終了してもよく、次いで、ＷＴＲＵがそのＨＰＬＭＮに戻る
ときに、これがＰＬＭＮの変更前のＨＰＬＭＮのＷＴＲＵのステータスである場合、ＡＣ
Ｌを抑制してもよい。それに加えて、ＷＴＲＵは、同等のＰＬＭＮに対して類似の挙動を
適用することができる。ＷＴＲＵは、同等のＰＬＭＮのモビリティーのイン／アウトの最
中に、抑制または終了に対するアクションに関してシグナリングされてもよく、または事
前設定されてもよい。
【００６８】
　別の例示的な実施形態では、ＷＴＲＵは、ＡＣＬが抑制されるか否かをシグナリングし
てもよい。例えば、ＷＴＲＵは、ＴＡ、ＲＡ、またはＬＡなどのサービスエリアの変更、
ＭＭＥ／ＳＧＳＮ／ＭＳＣの変更、ＰＬＭＮの変更、および／または本明細書で説明され
る抑制の範囲の変更の後に、ＡＣＬの抑制ステータスをシグナリングしてもよい。
【００６９】
　別の実施態様では、ネットワークは、ＷＴＲＵに抑制の範囲をシグナリングしてもよい
。例えば、上記説明されるように、ネットワークは、タイマーに基づく範囲を使用して、
その抑制が特定の持続時間に対するものであることを示してもよく、その時間経過後、Ｗ
ＴＲＵはＡＣＬの抑制を終了したものとみなしてもよい。それに加えて、ネットワークは
、ＡＣＬの抑制をシグナリングするＮＡＳ／ＲＲＣメッセージについてセキュリティーチ
ェックを実行してもよい。メッセージがセキュリティーチェックを通らない（例えば、メ
ッセージにセキュリティー保護がない）、または認証に失敗するとネットワークが判定す
る場合、ネットワークは、メッセージ内のＡＣＬ抑制信号、および／またはメッセージ自
体を無視してもよい。
【００７０】
　加入ＣＳＧにおけるＯＣＬまたはＡＣＬのインジケーションは、ＡＣＬの抑制をシグナ
リングしてもよい。１の例では、ＡＣＬ抑制フラグを使用して、ＡＣＬリストの抑制をシ
グナリングしてもよい。ＡＣＬ抑制フラグは、加入ＣＳＧリストのＯＣＬまたはＡＣＬが
、ＡＣＬリストの抑制を許可することを示してもよい。例示的な１の実施形態では、ＣＳ
Ｇ加入データＩＥは、追加フラグを含んでもよい。例えば、以下に、ＭＭＥ／ＳＧＳＮが
ＯＣＬ－ＣＳＧ－ＩＤとＡＣＬ－ＣＳＧ－ＩＤとを区別することを許可するＣＧ加入デー
タＩＥに対して導入できる追加Ｉビットフラグを以下に実証する。
【００７１】
　ＣＳＧ加入データ：：＝＜ＡＶＰヘッダ：１４３６　１０４１５＞
　　｛ＣＳＧ－ＩＤ｝
　　［失効日］
　　［ＯＣＬ／ＡＣＬビット］
【００７２】
　アクセス制限データまたはオペレーター決定禁止要素はまた、ＡＣＬを抑制すべきであ
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ることをシグナリングするために使用されうる新しい要素「ＡＣＬ抑制」により、一方ま
たは両方の要素を拡張することによって抑制フラグとして使用してもよい。それに加えて
、新しいＩＥをＡＣＬ抑制コマンド用に作成してもよい。
【００７３】
　ホーム加入者サーバー（ＨＳＳ）またはホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）は、特
定のＷＴＲＵに対するＡＣＬ抑制の更新を受信するときに、ＡＣＬ抑制要素を「ＡＣＨ抑
制」ビットをセットして単に送信することにより、ＭＭＥ／ＳＧＳＮのそのプロファイル
の更新をすることができる。更新を受信した後、ＭＭＥは、ＡＣＬ関連のオペレーション
（例えば、ＡＣＬへのアクセス、ＡＣＬへのＣＳＧ追加、またはＡＣＬのＣＳＧ削除など
）にどのような違いが生じるのかを知ることができる。ＡＣＬ抑制フラグは、ＡＣＬ関連
の記録を削除するコマンドとして解釈されてもよい。例えば、そのようなコマンドを受信
すると、ＭＭＥは、ＡＣＬタグ付けＣＳＧ－ＩＤを削除してもよい。
【００７４】
　別の例示的な実施形態では、分割ＣＳＧリストは、ＡＣＬリストの抑制をシグナリング
してもよい。ＣＳＧ加入データは、以下に示すように２つの個別のリストに分割されても
よい。
ＯＣＬ
　　｛ＣＳＧ－ＩＤ｝
　　［失効日］
ＡＣＬ
　　｛ＣＳＧ－ＩＤ｝
　　［失効日］
【００７５】
　これにより、ＣＳＧに対する加入データを分割することが許可される。それに加えて、
ＯＣＬリストおよびＡＣＬリストは、要素の最大数を定義しておいてもよい。次いで、す
でに説明されているアクセス抑制フラグを使用して、分割リストを適用してもよい。ＡＣ
Ｌ抑制フラグは、ＡＣＬ関連の記録を削除するコマンドとして解釈されてもよい。例えば
、そのようなコマンドを受信すると、ＭＭＥは、ＡＣＬタグ付けＣＳＧ－ＩＤを削除して
、アクセス権のあるＯＣＬのみを保持してもよい。
【００７６】
　ＡＣＬ抑制のシグナリングおよび範囲を、本明細書で説明される抑制の実行と組み合わ
せと併せて使用してもよい。例えば、ネットワークは、ＡＣＬがすべてのＲＡＴについて
、または特定のＲＡＴについて抑制されるかを示すことができる。共通の加入プロファイ
ルを持つユーザーなどのユーザーのグループに、ＡＣＬ抑制（またはその終了）について
のシグナリングを提供するべきである状況では、そのような情報／シグナリングが、選択
されたグループに送信されてもよい。
【００７７】
　図３の参照符号３３０では、ＡＣＬの抑制を実行することができる。例示的な１の実施
形態では、ＵＥはＡＣＬを、存在していない、および／または無効とみなしてもよい。Ｗ
ＴＲＵは、ＯＣＬが存在するかを判定してもよい。ＯＣＬが存在しているときに、ＷＴＲ
ＵはそのＯＣＬを、唯一の利用可能なリストとしてみなしてもよく、ＡＣＬの抑制が終了
したことを通知されるまで、ＡＣＬ内のどのエントリーも有効なエントリーでないとみな
してもよい。ＡＣＬの抑制が終了するときに、ＷＴＲＵはＡＣＬにあるエントリーを、有
効なエントリーとしてみなしてもよく、抑制が終了した後に、ＡＣＬにあるすべてのＣＳ
Ｇ－ＩＤを削除し、および／または新しいＡＣＬを構成してもよい。それに加えて、ＷＴ
ＲＵは、ＡＣＬの抑制が終了した後に、ＡＣＬにあるエントリーが有効なエントリーとし
て処理されるかの通知を受けてもよい。
【００７８】
　別の実施形態では、ＷＴＲＵは、ＡＣＬを読み取り専用リストであるとみなしてもよい
。ＷＴＲＵは、ＡＣＬにあるＣＳＧ－ＩＤを使用してもよいが、ＡＣＬを修正することは
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できない。抑制されたＡＣＬにあるＩＤを有するＣＳＧセルへのアクセスが拒否されると
きに、ＷＴＲＵは、アクセスがすでに拒否されているので自動セル再選択でそのＣＳＧ－
ＩＤを再び考慮しないように、このセルのＣＳＧ－ＩＤを保存してもよい。
【００７９】
　別の例示的な実施形態では、ＷＴＲＵは、ＡＣＬにあるすべてのＣＳＧ－ＩＤを削除し
、そのＡＣＬを存在していないとみなしてもよい。それに加えて、ＷＴＲＵは、抑制が終
了するまでＡＣＬを修正することができない。
【００８０】
　別の例示的な実施形態では、本明細書で説明されるように、ＷＴＲＵは、ＡＣＬを修正
することができず、ＡＣＬにある選択された／シグナリングされたＣＳＧ－ＩＤを、アク
セスするのに無効であるとみなしてもよい。ＷＴＲＵは、ユーザーに対して表示されるリ
ストから、それらのＣＳＧ－ＩＤを削除して、そのようなＣＳＧセル上でのＴＡＤ／ＲＡ
Ｄ／ＬＡＤ要求などのアクセス試行／ＮＡＳシグナリングを回避してもよい。また、ＷＴ
ＲＵは、選択された／シグナリングされたＣＳＧ－ＩＤを読み取り専用として使用し、Ｃ
ＳＧ－ＩＤに関連付けられるＣＳＧセルにアクセスしてもよい。
【００８１】
　別の例示的な実施形態では、ＷＴＲＵは、ＡＣＬの抑制をＡＣＬにある個別のＣＳＧ－
ＩＤ、および／または当該ＩＤのグループに適用可能であると解釈してもよい。ＷＴＲＵ
は、ＡＣＬを読み取り専用リストとして取り扱ってもよく、そのリストを修正することは
できない。例えば、これは、ＣＳＧ－ＩＤのグループが、予約ＩＤの一部としてＣＳＧ－
ＩＤに分類されている場合、または同一のＨ（ｅ）ＮＢ名がこれらすべてのＣＳＧによっ
てブロードキャストされるときに、行われてもよい。
【００８２】
　図３の参照符号３４０では、ＡＣＬの抑制が解釈されてもよい。ＡＣＬの抑制は、ＣＳ
Ｇの表示に対し影響を及ぼすものと解釈してもよい。例えば、ＣＳＧ－ＩＤは、ＣＳＧ表
示にあり、抑制されたＡＣＬにあってもよい。例示的な１の実施形態では、ＷＴＲＵは、
抑制されたＡＣＬを無視し、ＣＳＧ－ＩＤが抑制されたＡＣＬにあっても、当該ＣＳＧ－
ＩＤを表示してもよい。別の例示的な実施形態では、ＤＥは、抑制されるＣＳＧ－ＩＤを
表示しないように選択してもよく、またはＷＴＲＵが、ＣＳＧ－ＩＤが抑制されることの
インジケーションとともに、ＣＳＧ－ＩＤを表示してもよい。別の例示的な実施形態では
、ＷＴＲＵは、抑制されたＡＣＬ内に含まれるＣＳＧ－ＩＤを表示することを選択しても
よい。
【００８３】
　ＷＴＲＵは、ＮＡＳメッセージの登録または送信の結果に応じて、ユーザーに対して表
示される内容を更新してもよい。例えば、ＷＴＲＵは、表示される特定のＣＳＧ－ＩＤに
対する登録の成功もしくは失敗を示してもよい。ＷＴＲＵは、登録が成功しなかったＣＳ
Ｇ－ＩＤを表示することを停止してもよい。それに加えて、ＷＴＲＵは、ユーザーがＩＤ
を見ることはできるが、そのＩＤを選択することはできないように、ＩＤをそのまま表示
してもよい。
【００８４】
　ＡＣＬの抑制は、アイドルモードモビリティーに対し影響を及ぼすとして解釈してもよ
い。例えば、自動ＣＳＧセル選択、マニュアルＣＳＧセル選択、またはマニュアルＣＳＧ
セル再選択などは、ＡＣＬが抑制されるときに影響を受けることがある。例示的な一実施
形態では、ＣＳＧ－ＩＤが手動で選択されるときに、ＷＴＲＵは、ＴＡＤ／ＲＡＤ／ＬＡ
Ｄ要求などのＮＡＳメッセージをネットワークへ登録または送信することができない。別
の例示的な実施形態では、ＩＤが手動で選択されるときに、ＷＴＲＵは、登録がすでに行
われていなければネットワークに登録してもよい。登録が成功するときに、ＷＴＲＵは、
そのＡＣＬを修正できず、またはそのＡＣＬの抑制を、ＷＴＲＵが登録応答メッセージに
よりＩＥを介して明確に通知を受けない限り、終了してしまったとみなすことはできない
。別の例示的な実施形態では、ＷＴＲＵは、ＡＣＬの抑制を、抑制されたＡＣＬにあるＩ
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Ｄを有するＣＳＧセルからの登録である場合に、終了したとみなしてもよい。
【００８５】
　別の実施形態では、ユーザーが抑制されたＡＣＬに属するＣＳＧ－ＩＤを選択するとき
に、ＷＴＲＵは、そのＡＣＬが読み取り専用となるように登録してもよい。例えば、ＡＣ
Ｌの抑制された部分は、有効であるとみなされるが、ユーザーによる修正はできない。そ
れに加えて、ＤＥは、選択されたＣＳＧ－ＩＤがＡＣＬにないか、または抑制／無効化に
対して選択されたＣＳＧ－ＩＤの一部でないときに、登録してもよい。ＷＴＲＵは、抑制
されたＡＣＬにあるＣＳＧ－ＩＤを、自動的なセル選択または再選択に関して考慮しても
よい。
【００８６】
　別の例示的な実施形態では、ＷＴＲＵは、抑制されたＡＣＬにあるＣＳＧ－ＩＤに関連
する情報を無視するか、または削除するために、フィンガープリントを修正してもよい。
ＷＴＲＵは、ＡＣＬ抑制が終了するときに、再びこの情報を見直してもよい。
【００８７】
　アイドルモードで抑制が行われるか、またはシグナリングされるときに、ＷＴＲＵは、
別のＣＳＧセルとなりうる（例えば、ＯＣＬにあるＩＤを有する）許可されたセル、また
はマクロもしくはハイブリッドセルを再選択してもよい。ＷＴＲＵはまた、抑制のシグナ
リングを受信するときの接続モードから離れる場合に、再選択してもよい。
【００８８】
　ＡＣＬの抑制は、接続モードモビリティーに対し影響を及ぼすとして解釈される場合が
ある。例えば、抑制されたＡＣＬは、自動的なＣＳＧ選択、または抑制されたＡＣＬにあ
るＩＤを有するＣＳＧのモビリティーのイン／アウトに影響を及ぼす場合がある。１の例
では、ＷＴＲＵは、接続モードモビリティーに対するＣＳＧ－ＩＤを検討して、ＷＴＲＵ
にあるフィンガープリントが、抑制されたＡＣＬにあるＣＳＧ－ＩＤを考慮することがで
きるようにしてもよい。ＷＴＲＵは、近接インジケーションが、抑制されたＡＣＬにある
ＣＳＧ－ＩＤに関係しうるか否かをネットワークに通知することができる。ネットワーク
は、メンバーシップのチェックおよびその結果となる拒否によると考えられる遅延を回避
するために、そのようなＣＳＧ－ＩＤの優先度設定を解除してもよい。
【００８９】
　別の実施形態では、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが接続モードにある間に抑制が生じるか、ま
たはシグナリングされるときに、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ（例えば、近接
インジケーションなど）を送信してもよい。これは、ＡＣＬの抑制に関してハンドオーバ
ーをトリガーするか、またはＲＡＮに通知するために行われてもよい。ＲＡＮ／ｅＮＢ／
ネットワークは、別のセルへのハンドオーバーを実行することを決定してもよい。例えば
、ｅＮＢは、マクロセル、許可されたＣＳＧ、またはハイブリッドセルなどへのハンドオ
ーバーを実行する。
【００９０】
　ＮＡＳは、上記説明されるようないくつかのアクションが、フィンガープリント情報に
関して起動されるように、ＡＣＬの抑制に関してアクセスストレイタム（access stratum
）／ＲＲＣに通知してもよい。同様に、ＮＡＳは、抑制の終了に関してこのストレイタム
／ＲＲＣに通知してもよい。そのようなインジケーションがブロードキャストされる場合
、ＲＲＣは、抑制および／またはその終了に関してＮＡＳに通知してもよい。次いで、Ｎ
ＡＳは、特定のアクション（例えば、表示オプションを変更する、抑制の終了に関してユ
ーザーに通知する）を実行してもよい。
【００９１】
　図４は、本開示の実施形態による連続的なマニュアルＣＳＧ選択によるシグナリングを
制限するための例示的な方法のフローチャートを表す。これは、例えば、悪意のあるユー
ザーまたはユーザーのグループが、不要なシグナリングでネットワークに過剰な負荷をか
けることによってネットワークを攻撃することを防ぐために行われてもよい。
【００９２】
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　図４の参照符号４１０では、アクセス拒否が検出されてもよい。１の実施形態では、Ｗ
ＴＲＵによって送信される登録（ＴＡＵ／ＲＡＵ／ＬＡＵ）数は、ネットワークによるア
クセス拒否が多数あることにより制限される場合がある。アクセス拒否は、個々のＣＳＧ
－ＩＤ毎に、または異なるＣＳＧセル上の異なる試行毎などに、検出されてもよい。
【００９３】
　図４の参照符号４２０では、拒否のリミットに達したかどうかを判定してもよい。拒否
の最大回数は、ＷＴＲＵにシグナリングされるか、または事前設定されてもよい。アクセ
ス拒否が検出されると、それらの拒否の回数の総和を、拒否の最大回数と比較してもよい
。この数に達したときに、ＷＴＲＵは、ユーザーがＣＳＧ－ＩＤを選択するときであって
も、もはやシグナリングメッセージを送信することはできない。それに加えて、ＷＴＲＵ
は、ＷＴＲＵからの登録の試みをトリガーしたＣＳＧ－ＩＤまたはＩＤのセットを表示す
ることを停止してもよい。さらに、試みの最大回数を、特定の時間範囲内に試みの最大回
数Ｎを超えないようにタイマーに関連付けてもよい。
【００９４】
　図４の参照符号４３０では、シグナリングを制限するアクションを起動してもよい。例
えば、ネットワークは、ＣＳＧセルが選択されるときに、特定のアクション（例えば、登
録を表示しない、または登録を回避する）を実行することをＷＴＲＵに通知してもよい。
ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵに送信されるリジェクトメッセージ（例えば、ＴＡＵリジェクト、
ＲＡＵリジェクト、ＬＡＵリジェクト、またはアタッチリジェクトなど）で通知を受けて
もよい。それに加えて、ＷＴＲＵは、ＵＥ、ＯＭＡ－ＤＭ、またはＯＴＡなどよってとら
れるアクションを特定するＩＥを介して、通知を受けてもよい。ＵＥは、ＣＳＧ－ＩＤに
対して、その表示を再開してもよく、または、その他のトリガーが発生するときに（例え
ば、タイマーがタイムアウトするとき、ＷＴＲＵがマクロセルまたは別の許可されたＣＳ
Ｇに移動するとき、ＣＳＧ－ＩＤがＷＴＲＵ内のリストにすでにあるとき）、登録メッセ
ージを送信するために、その表示を再開してもよい。それに加えて、ＷＴＲＵは、ＷＴＲ
Ｕが異なるＲＡＴまたはＰＬＭＮに移動するとき、または制限を取り除く明確なシグナリ
ングをＵＥが受信するときに、ＣＳＧ－ＩＤに対してその表示を再開してもよい。
【００９５】
動作環境およびデバイスの例
　図５は、１または複数の開示される実施形態を実装することができる例示的な通信シス
テム５００の図である。通信システム５００は、音声、データ、動画像、メッセージング
、放送などのコンテンツを、複数の無線ユーザーに提供する多元接続システムであっても
よい。通信システム５００は、無線帯域を含む、システムリソースの共有を通じて、複数
の無線ユーザーがそのようなコンテンツにアクセスすることを可能にする。例えば、通信
システム５００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波
数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数多元接続（ＯＦＤＭＡ）、およびシングルキャ
リア周波数多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）などの１または複数のチャネルアクセス方法を使
用してもよい。
【００９６】
　図５で示すように、通信システム５００は、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、５０２ｃ、
および５０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）５０４、コアネットワーク５０６
、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）５０８、インターネット５１０、および他のネットワーク
５１２を含んでもよいが、開示されている実施形態では、任意の数のＷＴＲＵ、基地局、
ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図していると理解される。ＷＴＲＵ
５０２ａ、５０２ｂ、５０２ｃ、および５０２ｄの各々は、無線環境において動作し、お
よび／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスであってもよい。例えば
、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、５０２ｃ、および５０２ｄは無線信号を送信し、および
／または受信するように構成されてもよく、ユーザー機器（ＵＥ）、移動局、固定または
移動加入者ユニット、ポケベル、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、
ラップトップ、ノートブック、パーソナルコンピューター、無線センサー、および家庭用
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電化製品などを含んでもよい。
【００９７】
　通信システム５００は、基地局５１４ａおよび基地局５１４ｂを含んでもよい。基地局
５１４ａおよび５１４ｂの各々は、コアネットワーク５０６、インターネット５１０、お
よび／またはネットワーク５１２などの、１または複数の通信ネットワークへのアクセス
が円滑に行われるようにＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、５０２ｃ、および５０２ｄのうち
の少なくとも１つのＷＴＲＵと無線方式でインターフェースする構成をとる任意のタイプ
のデバイスとしてもよい。例えば、基地局５１４ａおよび５１４ｂは、トランシーバー基
地局（ＢＴＳ）、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ、ホームＮｏｄｅＢ、ホームｅＮｏｄｅＢ、
サイトコントローラー、ＡＰ、および無線ルーターなどであってもよい。基地局５１４ａ
および５１４ｂは、それぞれ、単一要素として示されているが、基地局５１４ａおよび５
１４ｂは任意の数の相互接続された基地局および／またはネットワーク要素を含んでもよ
いことが理解されるであろう。
【００９８】
　基地局５１４ａは、基地局制御装置（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮ
Ｃ）、中継ノードなどの、その他の基地局および／またはネットワーク要素（図示せず）
も含むことができる、ＲＡＮ５０４の一部であってもよい。基地局５１４ａおよび／また
は基地局５１４ｂは、セル（図示せず）と称される場合がある、特定の地理的領域内で無
線信号を送信し、および／または受信するように構成されてもよい。セルは、いくつかの
セルセクタにさらに分割されてもよい。例えば、基地局５１４ａに関連付けられるセルは
、３つのセクタに分割されてもよい。そこで、１の実施形態において、基地局５１４ａは
、３つのトランシーバー、つまり、セルのセクタ毎にトランシーバーを１つずつ含んでも
よい。別の実施形態において、基地局５１４ａは、ＭＩＭＯ（multiple input multiple 
output）技術を使用してもよく、したがって、セルの各々のセクタに対して複数のトラン
シーバーを使用してもよい。
【００９９】
　基地局５１４ａおよび５１４ｂは、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、５０２ｃ、および５
０２ｄのうちの１または複数と、任意の適切な無線通信リンク（例えば、無線周波数（Ｒ
Ｆ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光線など）とすることができ
る、エアーインターフェース５１６を介して通信してもよい。エアーインターフェース５
１６は、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立されてもよい。
【０１００】
　より具体的には、上記のように、通信システム５００は多元接続システムとしてもよく
、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、およびＳＣ－ＦＤＭＡなどの、１または
複数のチャネルアクセス方式を使用してもよい。例えば、ＲＡＮ５０４内の基地局５１４
ａ、ならびにＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃでは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣ
ＤＭＡ）を使用してエアーインターフェース５１６を確立することができる、ＵＴＲＡ（
Universal Mobile Telecommunications System (UMTS) Terrestrial Radio Access）など
の無線技術を実装してもよい。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）および
／または発展型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含んでもよい。ＨＳＰＡ
は、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高速アップリンク
パケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含んでもよい。
【０１０１】
　別の実施形態において、基地局５１４ａ、ならびにＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、およ
び５０２ｃは、ＬＴＥ（ロングタームエボリューション）および／またはＬＴＥ－Ａ（LT
E-Advanced）を使用して、エアーインターフェース５１６を確立することができる、Ｅ－
ＵＴＲＡ（Evolved UMTS Terrestrial Radio Access）などの無線技術を実装してもよい
。
【０１０２】
　その他の実施形態において、基地局５１４ａ、ならびにＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、
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および５０２ｃは、ＩＥＥＥ８０２．１６（つまり、ＷｉＭＡＸ（Worldwide Interopera
bility for Microwave Access））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００－ＩＸ、ＣＤ
ＭＡ２０００ＥＶ－ＤＯ、ＩＳ－２０００（Interim Standard 2000）、ＩＳ－９５（Int
erim Standard 95）、ＩＳ－８５６（Interim Standard 856）、ＧＳＭ（Global System 
for Mobile communications：登録商標）、およびＥＤＧＥ（Enhanced Data rates for G
SM Evolution）、ＧＥＲＡＮ（GSM-EDGE）などの無線技術を実装してもよい。
【０１０３】
　図５の基地局５１４ｂは、例えば、無線ルーター、ホームＮｏｄｅＢ、ホームｅＮｏｄ
ｅＢ、またはアクセスポイントとしてもよく、事業所、家庭、自動車、およびキャンパス
などの、局在化されたエリア内で無線接続を円滑にするための適切なＲＡＴを利用しても
よい。１の実施形態において、基地局５１４ｂ、ならびにＷＴＲＵ５０２ｃおよび５０２
ｄは、ＷＬＡＮ（無線ＬＡＮ）を確立するために、ＩＥＥＥ８０２．１１などの無線技術
を実装してもよい。別の実施形態では、基地局５１４ｂ、ならびにＷＴＲＵ５０２ｃおよ
び５０２ｄは、ＷＰＡＮ（無線ＰＡＮ）を確立するために、ＩＥＥＥ８０２．１５などの
無線技術を実装してもよい。さらに別の実施形態において、基地局５１４ｂ、ならびにＷ
ＴＲＵ５０２ｃおよび５０２ｄは、ピコセルまたはフェムトセルを確立するためにセルラ
ベースのＲＡＴ（例えば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、およびＬＴ
Ｅ－Ａなど）を利用してもよい。図５で示すように、基地局５１４ｂは、インターネット
５１０との直接接続を有してもよい。そのため、基地局５１４ｂは、コアネットワーク１
０６を介してインターネット５１０にアクセスする必要がなくなる。
【０１０４】
　ＲＡＮ５０４は、コアネットワーク５０６と通信してもよく、このコアネットワーク５
０６は、音声、データ、アプリケーション、および／またはＶｏＩＰ（ボイスオーバーイ
ンターネットプロトコル）サービスをＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、５０２ｃ、および５
０２ｄのうちの１または複数のＷＴＲＵに提供するように構成された任意のタイプのネッ
トワークであってもよい。例えば、コアネットワーク５０６は、呼制御、課金サービス、
モバイル位置情報サービス、プリペイド通話、インターネット接続性、および映像配信な
どを提供し、および／またはユーザー認証などの高水準のセキュリティー機能を実行して
もよい。図５では示さないが、ＲＡＮ５０４および／またはコアネットワーク５０６は、
ＲＡＮ５０４と同じＲＡＴ、または異なるＲＡＴを使用する他のＲＡＮと、直接的な、ま
たは間接的な通信を行ってもよい。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を使用することができ
るＲＡＮ５０４に接続されることに加えて、コアネットワーク５０６は、ＧＳＭ無線技術
を採用する別のＲＡＮ（図示せず）と通信してもよい。
【０１０５】
　コアネットワーク５０６は、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、５０２ｃ、および５０２ｄ
がＰＳＴＮ５０８、インターネット５１０、および／または他のネットワーク５１２にア
クセスするためのゲートウェイとして機能してもよい。ＰＳＴＮ５０８は、アナログ音声
通話のみ可能な旧来の電話サービス（ＰＯＴＳ）を提供する回線交換電話網を含んでもよ
い。インターネット５１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコル群に含まれる伝送
制御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザーデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）、およびインタ
ーネットプロトコル（ＩＰ）などの、共通通信プロトコルを使用する相互接続されたコン
ピューターネットワークおよびデバイスのグローバルシステムを含んでもよい。ネットワ
ーク５１２は、その他のサービスプロバイダによって所有され、および／または運営され
る有線もしくは無線通信ネットワークを含んでもよい。例えば、ネットワーク５１２は、
ＲＡＮ５０４と同じＲＡＴ、または異なるＲＡＴを使用することができる、１または複数
のＲＡＮに接続された別のコアネットワークを含んでもよい。
【０１０６】
　通信システム５００のＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、５０２ｃ、および５０２ｄのうち
の一部、またはすべてがマルチモード機能を備える、つまり、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２
ｂ、５０２ｃ、および５０２ｄは、異なる無線リンク上で異なる無線ネットワークと通信
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するための複数のトランシーバーを含んでもよい。例えば、図５に示されるＷＴＲＵ５０
２ｃは、セルラベースの技術を使用することができる、基地局５１４ａと、またＩＥＥＥ
８０２無線技術を使用することができる、基地局５１４ｂと通信するように構成されても
よい。
【０１０７】
　図６は、例示的なＷＴＲＵ５０２のシステム図である。図６に示されるように、ＷＴＲ
Ｕ５０２は、プロセッサ５１８、トランシーバー５２０、送信／受信要素５２２、スピー
カー／マイクロホン５２４、キーパッド５２６、ディスプレイ／タッチパッド５２８、着
脱可能メモリー５３０、着脱不能メモリー５３２、電源５３４、全世界測位システム（Ｇ
ＰＳ）チップセット５３６、およびその他の周辺機器５３８を含んでもよい。ＷＴＲＵ５
０２は、１の実施形態との整合性を維持しながら前記の要素の部分的組み合わせを含んで
もよいことが理解されるであろう。
【０１０８】
　プロセッサ５１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型のプロセッサ、デジタ
ルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアとの関連性を
持つ１または複数のマイクロプロセッサ、コントローラー、マイクロコントローラー、特
定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）
回路、その他のタイプの集積回路（ＩＣ）、および状態機械などであってもよい。プロセ
ッサ５１８は、信号符号化、データ処理、電力制御、入出力処理、および／またはＷＴＲ
Ｕ５０２が無線環境で動作することを可能にするその他の機能性を実行することができる
。プロセッサ５１８は、送信／受信要素５２２に結合されうる、トランシーバー５２０に
結合してもよい。図６は、プロセッサ５１８およびトランシーバー５２０を別々のコンポ
ーネントとして表しているが、プロセッサ５１８およびトランシーバー５２０は、電子パ
ッケージまたはチップ内にまとめて集積化されてもよいことが理解されるであろう。
【０１０９】
　送信／受信要素５２２は、エアーインターフェース５１６上で基地局（例えば、基地局
５１４ａ）に信号を送信するか、または基地局（例えば、基地局５１４ａ）から信号を受
信するように構成されてもよい。例えば、１の実施形態において、送信／受信要素５２２
は、ＲＦ信号を送信し、および／または受信するように構成されたアンテナとしてもよい
。別の実施形態において、送信／受信要素５２２は、例えば、ＩＲ、ＵＶ、または可視光
信号を送信し、および／または受信するように構成されたエミッター／ディテクターとし
てもよい。さらに別の実施形態において、送信／受信要素５２２は、ＲＦ信号と光信号の
両方を送信し、受信するように構成されてもよい。送信／受信要素５２２は、無線信号の
組み合わせを送信し、および／または受信するように構成されてもよい。
【０１１０】
　それに加えて、図６には送信／受信要素５２２は単一の要素として示されているが、Ｗ
ＴＲＵ５０２は、任意の数の送信／受信要素５２２を備えてもよい。より具体的には、Ｗ
ＴＲＵ５０２は、ＭＩＭＯ技術を採用してもよい。そのため、１の実施形態において、Ｗ
ＴＲＵ５０２は、エアーインターフェース５１６上で無線信号を送信し、受信するための
２またはそれ以上の送信／受信要素５２２（例えば、複数のアンテナ）を備えてもよい。
【０１１１】
　トランシーバー５２０は、送信器／受信要素５２２によって送信されるべき信号を変調
し、送信／受信要素５２２によって受信された信号を復調するように構成されてもよい。
上記のように、ＷＴＲＵ５０２は、マルチモード機能を有してもよい。そのため、トラン
シーバー５２０は、例えば、ＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１などの複数のＲＡＴを
介してＷＴＲＵ５０２が通信することを可能にするための複数トランシーバーを含んでも
よい。
【０１１２】
　ＷＴＲＵ５０２のプロセッサ５１８は、スピーカー／マイクロホン５２４、キーパッド
５２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド５２８（例えば、液晶ディスプレイ
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（ＬＣＤ）表示ユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示ユニット）に結合さ
れてもよく、またそこからユーザー入力データを受け取ってもよい。プロセッサ５１８は
、ユーザーデータをスピーカー／マイクロホン５２４、キーパッド５２６、および／また
はディスプレイ／タッチパッド５２８に出力してもよい。それに加えて、プロセッサ５１
８は、着脱可能メモリー５３０および／または着脱不能メモリー５３２などの、任意の種
類の適切なメモリーにある情報にアクセスし、データをそのようなメモリーに格納しても
よい。着脱不能メモリー５３０は、ランダムアクセスメモリー（ＲＡＭ）、リードオンリ
メモリー（ＲＯＭ）、ハードディスク、または他の種類のメモリーストレージデバイスを
含んでもよい。着脱可能メモリー５３２は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カード、メ
モリースティック、およびセキュアデジタル（ＳＤ）メモリーカードなどを含んでもよい
。その他の実施形態において、プロセッサ５１８は、サーバーもしくはホームコンピュー
ター（図示せず）上など、ＷＴＲＵ５０２上に物理的に配置されていないメモリーにある
情報にアクセスし、データをそのようなメモリーに格納してもよい。
【０１１３】
　プロセッサ５１８は、電源５３４から電力を受け取り、その電力をＷＴＲＵ５０２のそ
の他のコンポーネントに分配し、および／または制御するように構成されてもよい。電源
５３４は、ＷＴＲＵ５０２に給電するための任意の適切なデバイスとしてもよい。例えば
、電源５３４は、１または複数の乾電池（例えば、ニッケルカドミウム（ＮｉＣｄ）電池
、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）電池、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）電池、およびリチウムイオ
ン（Ｌｉ－ｉｏｎ）など）、太陽電池、および燃料電池などを含んでもよい。
【０１１４】
　プロセッサ５１８は、ＷＴＲＵ５０２の現在位置に関する位置情報（例えば、経度と緯
度）を提供するように構成されうる、ＧＰＳチップセット５３６に結合されてもよい。Ｇ
ＰＳチップセット５３６からの情報に加えて、またはその代わりに、ＷＴＲＵ５０２は、
基地局（例えば、基地局５１４ａ、５１４ｂ）からエアーインターフェース５１６上で位
置情報を受信し、および／または２つもしくはそれ以上の付近の基地局から信号を受信す
るタイミングに基づいて、その位置を判定してもよい。ＷＴＲＵ５０２は、１の実施形態
との整合性を維持しながら任意の適切な位置判定方法を用いて位置情報を取得してもよい
。
【０１１５】
　プロセッサ５１８は、追加の特徴、機能性、および／または有線もしくは無線接続性を
提供する１または複数のソフトウェアおよび／またはハードウェアモジュールを含むこと
ができる、その他の周辺機器５３８にさらに結合されてもよい。例えば、周辺機器５３８
は、加速度計、電子コンパス、衛星トランシーバー、デジタルカメラ（写真または動画用
）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、バイブレーションデバイス、テレビジ
ョントランシーバー、ハンズフリーヘッドセット、ブルートゥース（登録商標）モジュー
ル、周波数変調（ＦＭ）ラジオユニット、デジタル音楽プレーヤー、メディアプレーヤー
、ビデオゲームプレーヤーモジュール、およびインターネットブラウザなどを含んでもよ
い。
【０１１６】
　図７は、一実施形態によるＲＡＮ５０４およびコアネットワーク５０６のシステム図で
ある。上記のように、ＲＡＮ５０４は、エアーインターフェース５１６上でＷＴＲＵ５０
２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃと通信するためのＵＴＲＡ無線技術を使用してもよい。
ＲＡＮ５０４は、コアネットワーク５０６と通信することもできる。図７に示されるよう
に、ＲＡＮ５０４は、ＮｏｄｅＢ５４０ａ、５４０ｂ、および５４０ｃを含んでもよく、
これらはそれぞれ、エアーインターフェース５１６上でＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、お
おび５０２ｃと通信するための１または複数のトランシーバーを含んでもよい。Ｎｏｄｅ
Ｂ５４０ａ、５４０ｂ、および５４０ｃは、それぞれ、ＲＡＮ５０４の特定のセル（図示
せず）に関連付けてもよい。ＲＡＮ５０４は、ＲＮＣ５４２ａおよび５４２ｂを含んでも
よい。ＲＡＮ５０４は、１の実施形態との整合性を維持しながら任意の数のＮｏｄｅＢお
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よびＲＮＣを含んでもよいことが理解されるであろう。
【０１１７】
　図７に示されるように、ＮｏｄｅＢ５４０ａおよび５４０ｂは、ＲＮＣ５４２ａと通信
してもよい。それに加えて、ＮｏｄｅＢ５４０ｃは、ＲＮＣ５４２ｂと通信してもよい。
ＮｏｄｅＢ５４０ａ、５４０ｂ、および５４０ｃは、Ｉｕｂインターフェースを介して各
ＲＮＣ５４２ａ、５４２ｂと通信してもよい。ＲＮＣ５４２ａおよび５４２ｂは、Ｉｕｒ
インターフェースを介して互いに通信してもよい。ＲＮＣ５４２ａおよび５４２ｂのそれ
ぞれは、接続先の各ＮｏｄｅＢ５４０ａ、５４０ｂ、および５４０ｃを制御するように構
成されてもよい。それに加えて、ＲＮＣ５４２ａおよび５４２ｂのそれぞれは、アウター
ループ電力制御、負荷制御、アドミッション制御、パケットスケジューリング、ハンドオ
ーバー制御、マクロダイバーシティ、セキュリティー機能、およびデータ暗号化などのそ
の他の機能を実行もしくはサポートするように構成されてもよい。
【０１１８】
　図１Ｃに示されるコアネットワーク５０６は、メディアゲートウェイ（ＭＧＷ）５４４
、移動通信交換局（ＭＳＣ）５４６、加入者パケット交換機（ＳＧＳＮ）５４８、および
／または中継パケット交換機（ＧＧＳＮ）５５０を含んでもよい。前記の要素のそれぞれ
は、コアネットワーク５０６の一部として示されるが、これらの要素のうちのどれか１つ
が、コアネットワーク事業者以外の事業体によって所有され、および／または運営されて
いてもよいことは理解されるであろう。
【０１１９】
　ＲＡＮ５０４のＲＮＣ５４２ａは、ＩｕＣＳインターフェースを介してコアネットワー
ク５０６内のＭＳＣ５４６に接続してもよい。ＭＳＣ５４６は、ＭＧＷ５４４に接続して
もよい。ＭＳＣ５４６およびＭＧＷ５４４は、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０
２ｃと、従来の地上通信回線を使用する通信デバイスとの間の通信が円滑に行われるよう
に、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃがＰＳＴＮ５０８などの回路交換ネッ
トワークへアクセスすることを可能にする。
【０１２０】
　ＲＡＮ５０４のＲＮＣ５４２ａは、ＩｕＰＳインターフェースを介してコアネットワー
ク５０６内のＳＧＳＮ５４８に接続してもよい。ＳＧＳＮ５４８は、ＧＧＳＮ５５０に接
続してもよい。ＳＧＳＮ５４８およびＧＧＳＮ５５０は、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、
および５０２ｃとＩＰ対応デバイスとの間の通信が円滑に行われるように、ＷＴＲＵ５０
２ａ、５０２ｂ、５０２ｃがインターネット５１０などのパケット交換ネットワークへア
クセスすることを可能にする。
【０１２１】
　上述したように、コアネットワーク５０６によって、その他のサービスプロバイダによ
って所有され、および／または運営されている他の有線もしくは無線ネットワークを含む
ことができる、ネットワーク５１２に接続してもよい。
【０１２２】
　図８は、一実施形態によるＲＡＮ５０４およびコアネットワーク９０６のシステム図で
ある。上記のように、ＲＡＮ５０４では、エアーインターフェース５１６上でＷＴＲＵ５
０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃと通信するためにＥ－ＵＴＲＡ無線技術を使用しても
よい。ＲＡＮ５０４は、コアネットワーク５０６と通信してもよい。
【０１２３】
　ＲＡＮ５０４は、ｅＮｏｄｅＢ５４０ａ、５４０ｂ、および５４０ｃを含んでもよいが
、ＲＡＮ５０４は、１の実施形態との整合性を維持しながら任意の数のｅＮｏｄｅＢを含
んでもよいことが理解されるであろう。ｅＮｏｄｅＢ５４０ａ、５４０ｂ、および５４０
ｃは、それぞれ、エアーインターフェース５１６上でＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、およ
び５０２ｃと通信するための１または複数のトランシーバーを含んでもよい。１の実施形
態において、ｅＮｏｄｅＢ５４０ａ、５４０ｂ、および５４０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実装
してもよい。そのため、ｅＮｏｄｅＢ５４０ａは、例えば、複数のアンテナを使用して、
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ＷＴＲＵ５０２ａに無線信号を送信し、ＷＴＲＵ５０２ａから無線信号を受信してもよい
。
【０１２４】
　ｅＮｏｄｅＢ５４０ａ、５４０ｂ、５４０ｃの各々は、特定のセル（図示せず）に関連
付けてもよく、無線リソース管理決定、ハンドオーバー決定、アップリンクおよび／また
はダウンリンクにおけるユーザーのスケジューリングなどを処理するように構成されても
よい。図８に示されるように、ｅＮｏｄｅＢ５４０ａ、５４０ｂ、および５４０ｃは、Ｘ
２インターフェース上で互いに通信してもよい。
【０１２５】
　図８に示されるコアネットワーク５０６は、モビリティー管理エンティティ（ＭＭＥ）
５４２、サービングゲートウェイ５４４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）
５４６を含んでもよい。前記の要素のそれぞれは、コアネットワーク５０６の一部として
示されるが、これらの要素のうちのどれか１つが、コアネットワーク事業者以外の事業体
によって所有され、および／または運営されてもよいことは理解されるであろう。
【０１２６】
　ＭＭＥ５４２は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ５０４のｅＮｏｄｅＢ５４２ａ
、５４２ｂ、および５４２ｃの各々に接続され、制御ノードとして使用されてもよい。例
えば、ＭＭＥ５４２は、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃのユーザーの認証
、ベアラ活性化／非活性化、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃの初期アタッ
チ時の特定のサービングゲートウェイの選択を行う役割を有してもよい。ＭＭＥ５４２は
、ＲＡＮ５０４とＧＳＭまたはＷＣＤＭＡなどのその他の無線技術を使用するその他のＲ
ＡＮ（図示せず）とを切り換えるための制御プレーン機能も含んでもよい。
【０１２７】
　サービングゲートウェイ５４４は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ５０４のｅＮ
ｏｄｅＢ５４０ａ、５４０ｂ、および５４０ｃの各々に接続されてもよい。サービングゲ
ートウェイ５４４は、一般に、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃとの間でデ
ータパケットのルーティング、および転送を実行することができる。サービングゲートウ
ェイ５４４は、ｅＮｏｄｅＢ間のハンドオーバー時のユーザープレーンのアンカリング、
ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃに対してダウンリンクデータが利用可能に
なったときにページングをトリガーすること、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０
２ｃのコンテキストを管理し、格納することなどの、その他の機能も実行してもよい。
【０１２８】
　サービングゲートウェイ５４４は、ＰＤＮゲートウェイ５４６に接続してもよく、これ
は、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃとＩＰ対応デバイスとの間の通信が円
滑に行われるように、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃがインターネット５
１０などのパケット交換ネットワークへアクセスすることを可能にする。
【０１２９】
　コアネットワーク５０６は、その他のネットワークとの通信を円滑に行えるようにする
ことができる。例えば、コアネットワーク５０６は、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、およ
び５０２ｃと、従来の地上通信回線を使用する通信デバイスとの間の通信が円滑に行われ
るように、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃがＰＳＴＮ５０８などの回路交
換ネットワークへアクセスすることを可能にする。例えば、コアネットワーク５０６は、
コアネットワーク５０６とＰＳＴＮ５０８との間のインターフェースとして機能するＩＰ
ゲートウェイ（例えば、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）サーバー）を含んで
もよく、またはそれと通信してもよい。それに加えて、コアネットワーク５０６によって
、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃは、その他のサービスプロバイダによっ
て所有され、および／または運営されているその他の有線もしくは無線ワークを含むこと
ができる、ネットワーク５１２にアクセスすることが可能になる。
【０１３０】
　図９は、１の実施形態によるＲＡＮ５０４およびコアネットワーク５０６のシステム図
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である。ＲＡＮ５０４は、エアーインターフェース５１６上でＷＴＲＵ５０２ａ、５０２
ｂ、および５０２ｃと通信するために、ＩＥＥＥ８０２．１６無線技術を採用するアクセ
スサービスネットワーク（ＡＳＮ）であってもよい。以下でさらに説明するように、ＷＴ
ＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃ、ＲＡＮ５０４、ならびにコアネットワーク５
０６の異なる機能的エンティティの間の通信リンクを参照ポイントとして定義してもよい
【０１３１】
　図９に示されるように、ＲＡＮ５０４は、基地局５４０ａ、５４０ｂ、および５４０ｃ
、ならびにＡＳＮゲートウェイ５４２を含んでもよいが、ＲＡＮ５０４は、１の実施形態
との整合性を維持しながら任意の数の基地局およびＡＳＮゲートウェイを含んでもよい。
基地局５４０ａ、５４０ｂ、および５４０ｃは、それぞれ、ＲＡＮ５０４の特定のセル（
図示せず）と関連付けられ、それぞれエアーインターフェース５１６上でＷＴＲＵ５０２
ａ、５０２ｂ、および５０２ｃと通信するための１または複数のトランシーバーを含んで
もよい。１の実施形態において、基地局５４０ａ、５４０ｂ、および５４０ｃは、ＭＩＭ
Ｏ技術を実装してもよい。そのため、基地局５４０ａは、例えば、複数のアンテナを使用
して、ＷＴＲＵ５０２ａに無線信号を送信し、ＷＴＲＵ５０２ａから無線信号を受信して
もよい。基地局５４０ａ、５４０ｂ、および５４０ｃは、ハンドオフのトリガー、トンネ
ル確立、無線リソース管理、トラフィック分類、サービス品質（ＱｏＳ）、およびポリシ
ーエンフォースメントなどのモビリティー管理機能を含んでもよい。ＡＳＮゲートウェイ
５４２は、トラフィックアグリゲーションポイントとして使用され、ページング、加入者
プロファイルのキャッシング、コアネットワーク５０６へのルーティングの機能を受け持
ってもよい。
【０１３２】
　ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃとＲＡＮ５０４との間のエアーインター
フェース５１６は、ＩＥＥＥ８０２．１６仕様を実装するＲ１参照ポイントとして定義さ
れてもよい。それに加えて、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃの各々は、コ
アネットワーク５０６との論理インターフェース（図示せず）を確立してもよい。ＷＴＲ
Ｕ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃとコアネットワーク５０６との間の論理インター
フェースは、認証、認可、ＩＰホスト構成管理、および／またはモビリティー管理に使用
することができる、Ｒ２参照ポイントとして定義されてもよい。
【０１３３】
　基地局５４０ａ、５４０ｂ、および５４０ｃの各々の間の通信リンクは、ＷＴＲＵのハ
ンドオーバーおよび基地局間のデータの転送を円滑にするためのプロトコルを含む、Ｒ８
参照ポイントとして定義されてもよい。基地局５４０ａ、５４０ｂ、および５４０ｃとＡ
ＳＮゲートウェイ５４２との間の通信リンクは、Ｒ６参照ポイントとして提示されてもよ
い。Ｒ６参照ポイントは、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃの各々に関連付
けられているモビリティーイベントに基づいてモビリティー管理を円滑に行うためのプロ
トコルを含んでもよい。
【０１３４】
　図９に示されるように、ＲＡＮ５０４をコアネットワーク５０６に接続してもよい。Ｒ
ＡＮ５０４とコアネットワーク５０６との間の通信リンクは、例えば、データ転送および
モビリティー管理機能を円滑にするプロトコルを含むＲ３参照ポイントとして定義されて
もよい。コアネットワーク５０６は、モバイルＩＰホームエージェント（ＭＩＰ－ＨＡ）
５４４、認証／認可／アカウンティング（ＡＡＡ）サーバー５４６、およびゲートウェイ
５４８を含んでもよい。前記の要素の各々は、コアネットワーク５０６の一部として示さ
れているが、これらの要素のうちのどれか１つが、コアネットワーク事業者以外の事業体
によって所有され、および／または運営されていてもよいことは理解されるであろう。
【０１３５】
　ＭＩＰ－ＨＡは、ＩＰアドレス管理を受け持ち、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および
５０２ｃが異なるＡＳＮおよび／または異なるコアネットワーク間でローミングすること
を可能にする。ＭＩＰ－ＨＡ５４４は、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃと
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ＩＰ対応デバイスとの間の通信が円滑に行われるように、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、
および５０２ｃがインターネット５１０などのパケット交換ネットワークへのアクセスす
ることを可能にする。ＡＡＡサーバー５４６は、ユーザー認証およびユーザーサービスの
サポートを受け持ってもよい。ゲートウェイ５４８は、その他のネットワークとの相互の
やり取りを円滑にすることができる。例えば、ゲートウェイ５４８は、ＷＴＲＵ５０２ａ
、５０２ｂ、および５０２ｃと従来の地上通信回線を使用する通信デバイスとの間の通信
が円滑に行われるように、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃがＰＳＴＮ５０
８などの回路交換ネットワークへアクセスすることを可能にする。それに加えて、ゲート
ウェイ５４８によって、ＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃは、その他のサー
ビスプロバイダによって所有され、および／または運営されている他の有線もしくは無線
ネットワークを含むことができる、ネットワーク５１２にアクセスすることが可能になる
。
【０１３６】
　図９には示されていないが、ＲＡＮ５０４は、その他のＡＳＮに接続され、コアネット
ワーク５０６は、他のコアネットワークに接続されてもよいことが理解されるであろう。
ＲＡＮ５０４とその他のＡＳＮとの間の通信リンクは、ＲＡＮ５０４とその他のＡＳＮと
の間のＷＴＲＵ５０２ａ、５０２ｂ、および５０２ｃのモビリティーを調整するためのプ
ロトコルを含むことができる、Ｒ４参照ポイントとして定義されてもよい。コアネットワ
ーク５０６とその他のコアネットワークとの間の通信リンクは、ホームコアネットワーク
と移動先コアネットワーク（visited core network）との間の相互のやり取りを円滑にす
るためのプロトコルを含むことができる、Ｒ５参照ポイントとして定義されてもよい。
【０１３７】
　特徴および要素が特定の組み合わせで上記説明されているが、当業者であれば、それぞ
れの特徴もしくは要素は単独で、または他の特徴および要素と組み合わせて使用してもよ
いことを理解するであろう。それに加えて、本明細書で説明される方法は、コンピュータ
ーまたはプロセッサにより実行できるようにコンピューター可読記憶媒体内に組み込まれ
たコンピュータープログラム、ソフトウェア、またはファームウェアにより実装されても
よい。コンピューター可読記憶媒体の例は、電子信号（有線で、または無線接続で送信さ
れる）およびコンピューター可読記憶媒体を含むことができる。コンピューター可読記憶
媒体の例は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、レジスタ、キャッシュメモリー、半導体メモリーデバイス
、内蔵ハードディスクおよびリムーバブルディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、ならび
にＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの光学媒体を含む
ことができるが、これらに限定されない。ソフトウェアとの関連性を持つプロセッサは、
ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣ、またはホストコンピューターにおいて使用する
ための無線周波数トランシーバーを実装するために使用されてもよい。
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